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一
　
問
題
の
所
在

　
高
祖
一
二
年
（
前
一
九
五
）
四
月
、
前
漢
の
建
国
者
で
あ
る
高
祖
劉
邦
が
没
し
、
翌
月
に
は
恵
帝
劉
盈
が
即
位
し
た
。
恵
帝
は
恵
帝
七

年
（
前
一
八
八
）
ま
で
帝
位
に
あ
り
、
恵
帝
の
没
後
、
高
后
八
年
（
前
一
八
〇
）
ま
で
恵
帝
の
子
少
帝
恭
と
少
帝
弘
が
帝
位
に
あ
っ
た
。

恵
帝
お
よ
び
少
帝
恭
・
少
帝
弘
が
帝
位
に
あ
っ
た
時
代
に
は
、
高
祖
の
妻
で
あ
り
恵
帝
の
母
で
あ
る
呂
后
が
大
き
な
権
力
を
有
し
、
特
に

二
人
の
少
帝
の
時
代
、
す
な
わ
ち
高
后
期
に
は
呂
后
が
称
制
し
て
政
治
を
行
っ
た
。

　
恵
帝
期
・
高
后
期
の
政
治
史
に
つ
い
て
は
近
年
、
い
く
つ
か
の
研
究
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
薄
井
俊
二
氏
は
、
恵
帝
と
少
帝
恭
・
少

帝
弘
を
「
恵
帝
系
皇
統
」
と
捉
え
、
恵
帝
系
皇
統
と
呂
氏
一
族
を
軸
に
当
該
期
の
政
治
史
を
検
討
し
て
い
る（

（
（

。
ま
た
李
開
元
氏
は
漢
初
に

は
、
丞
相
府
を
中
心
と
し
「
軍
功
受
益
階
層
」
が
権
力
を
握
る
漢
朝
政
府
と
、
宮
廷
権
力
機
構
・
諸
侯
王
国
に
よ
る
三
権
並
立
の
政
治
構

造
が
存
在
し
、
宮
廷
権
力
機
構
は
高
后
期
に
形
成
さ
れ
た
と
説
く（

（
（

。
郭
茵
氏
は
、
呂
后
の
権
力
基
盤
の
形
成
過
程
や
高
后
期
の
権
力
構
造
、

諸
呂
の
乱
の
背
景
な
ど
を
詳
細
に
検
討
し
た（

（
（

。
こ
の
よ
う
に
近
年
、
恵
帝
期
・
高
后
期
に
つ
い
て
詳
細
な
考
察
を
加
え
た
研
究
が
見
ら
れ
、
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特
に
薄
井
・
郭
両
氏
の
研
究
は
、
恵
帝
期
・
高
后
期
を
中
心
に
検
討
し
て
い
る
。

　
筆
者
は
こ
れ
ま
で
漢
初
の
列
侯
を
対
象
と
し
て
検
討
し
、
特
に
高
后
期
に
制
定
さ
れ
た
張
家
山
漢
簡
「
二
年
律
令
」
具
律
八
五
簡
の
規

定
や
「
高
祖
系
列
侯
位
次
」
の
政
治
的
意
義
や
制
定
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
た（

（
（

。
い
ず
れ
も
高
祖
功
臣
が
大
き
な
政
治
的
影
響
力
を
有

し
た
高
后
期
に
お
い
て
、
呂
氏
政
権
が
諸
侯
王
や
高
祖
功
臣
の
支
持
を
獲
得
し
、
自
ら
の
権
力
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
筆
者
の
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
あ
く
ま
で
特
定
の
政
策
の
政
治
的
意
義
や
背
景
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
り
、

恵
帝
期
・
高
后
期
の
列
侯
に
関
係
す
る
政
治
状
況
を
広
範
に
考
察
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　
ま
た
先
行
研
究
に
お
い
て
も
、
当
該
期
の
列
侯
に
対
す
る
言
及
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。
た
と
え
ば
薄
井
氏
は
、
恵
帝
お
よ
び
呂
后
は
、

高
祖
期
に
論
功
行
賞
を
め
ぐ
っ
て
功
臣
の
間
に
不
満
が
高
ま
り
、
結
果
と
し
て
謀
反
の
動
き
が
生
じ
た
こ
と
を
憂
慮
し
、
恵
帝
期
に
は
列

侯
の
封
建
に
よ
る
論
功
行
賞
は
凍
結
さ
れ
、
郡
国
の
二
千
石
へ
の
任
用
に
よ
っ
て
行
賞
が
代
替
さ
れ
た
と
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
続
く
高

后
期
に
は
、
呂
氏
を
優
遇
す
る
た
め
に
列
侯
封
建
を
再
開
し
た
が
、
封
侯
さ
れ
て
い
な
い
功
臣
の
不
満
が
再
び
高
ま
っ
た
と
し
て
い
る（

（
（

。

ま
た
楯
身
智
志
氏
も
高
后
二
年
（
前
一
八
六
）
の
列
侯
の
位
次
制
定
に
つ
い
て
述
べ
た
な
か
で
、
高
祖
期
に
難
航
し
た
封
侯
は
高
后
期
に

な
っ
て
完
了
し
た
と
指
摘
し
て
い
る（

（
（

。
つ
ま
り
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
恵
帝
期
・
高
后
期
の
列
侯
封
建
を
は
じ
め
と
す
る
論
功
行
賞
を
高

祖
期
の
延
長
線
上
に
捉
え
て
お
り
、
当
該
期
に
行
わ
れ
た
列
侯
の
封
建
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
察
し
、
そ
の
意
義
を
検
討
し
た
研
究
は
見

ら
れ
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
列
侯
は
漢
代
二
十
等
爵
制
の
第
二
十
等
、
す
な
わ
ち
最
高
位
の
爵
位
で
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
高
祖
末
年
に
は
高
祖

と
列
侯
の
盟
約
に
よ
り
皇
帝
の
恣
意
的
な
列
侯
封
建
が
制
限
さ
れ
た
。
ま
た
、
列
侯
に
封
建
さ
れ
る
こ
と
は
高
祖
功
臣
が
政
治
的
発
言
力

を
確
保
す
る
た
め
に
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。
つ
ま
り
少
な
く
と
も
漢
初
に
お
い
て
は
列
侯
を
封
建
す
る
、
も
し
く
は
列
侯
に
封

建
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
政
治
的
に
極
め
て
重
要
な
意
義
を
有
し
た
。
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さ
ら
に
高
祖
に
よ
る
論
功
行
賞
は
高
祖
一
二
年
三
月
に
完
了
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
別
稿
に
お
い
て
検
討
す
る
用
意
が
あ
る
の
で
、
こ

こ
で
は
詳
細
に
は
述
べ
な
い
が
、
高
祖
は
高
祖
一
二
年
三
月
詔
に
お
い
て
「
吾
天
下
の
賢
士
功
臣
に
於
い
て
、
負
く
こ
と
亡
し
と
謂
ふ
べ

し
（
（
（

。」
と
述
べ
、
論
功
行
賞
の
完
了
を
宣
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
す
れ
ば
、
恵
帝
期
・
高
后
期
に
お
け
る
列
侯
封
建
を
単
純
に
高
祖
期
の
延
長
と
解
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
仮
に
高
祖
期
の
延
長

と
し
て
列
侯
の
封
建
が
行
わ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
指
摘
は
当
該
期
に
お
け
る
個
々
の
封
建
事
例
を
検
討
し
た
う
え
で
な
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
そ
し
て
本
稿
で
述
べ
る
よ
う
に
、
恵
帝
期
・
高
后
期
に
行
わ
れ
た
列
侯
の
封
建
は
、
各
時
期
の
政
治
課
題
に
対
処
す
る
た
め

に
行
わ
れ
て
お
り
、
高
祖
期
の
延
長
で
も
な
け
れ
ば
、
呂
氏
一
族
を
優
遇
す
る
こ
と
の
み
を
目
的
と
し
て
実
行
さ
れ
た
の
で
も
な
い
。

　
ま
た
、
上
述
の
先
行
研
究
で
は
、
恵
帝
期
・
高
后
期
に
は
高
祖
功
臣
が
大
き
な
影
響
力
を
有
し
、
ま
た
高
祖
の
政
策
が
維
持
さ
れ
て
い

た
と
解
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
も
拙
稿
の
な
か
で
、
高
后
期
や
文
帝
期
に
と
ら
れ
た
列
侯
に
関
連
す
る
政
策
が
高
祖
の
権
威
の
継
承
と
関
係

し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
景
帝
以
後
の
皇
帝
も
高
祖
功
臣
の
子
孫
と
関
係
を
取
り
結
ぶ
こ
と
で
高
祖
の
権
威
を
継
承
し
、
自
ら

の
正
統
性
の
確
立
に
努
め
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。
よ
っ
て
、
筆
者
は
先
行
研
究
の
示
す
恵
帝
期
・
高
后
期
の
政
治
史
に
対
す
る
大
枠
的

な
理
解
を
妥
当
な
も
の
と
認
め
る
が
、
一
方
で
列
侯
に
関
連
す
る
も
の
を
含
め
、
当
該
期
の
政
治
動
向
や
政
策
に
つ
い
て
よ
り
一
層
の
具

体
的
考
察
を
加
え
る
こ
と
で
、
漢
初
政
治
史
に
対
す
る
理
解
の
進
展
が
得
ら
れ
る
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
そ
の
試
み
の
一
つ
と
し
て
、
恵

帝
期
・
高
后
期
の
列
侯
封
建
の
政
治
的
背
景
を
検
討
し
た
い
。

　
す
な
わ
ち
、
本
稿
は
恵
帝
期
・
高
后
期
に
行
わ
れ
た
列
侯
封
建
の
政
治
的
背
景
を
検
討
し
、
こ
れ
を
当
該
期
の
政
治
史
に
位
置
づ
け
る

こ
と
で
、
恵
帝
朝
・
呂
氏
政
権
の
性
格
、
ひ
い
て
は
漢
初
政
治
史
の
理
解
の
一
助
と
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
稿
の
考
察
に
お
い
て
は
多
く
の
列
侯
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
彼
ら
の
封
号
や
姓
名
に
つ
い
て
は
『
史
記
』・『
漢
書
』
の
各
所
で

異
同
が
多
い
。
し
か
し
紙
幅
の
関
係
か
ら
そ
れ
ら
の
す
べ
て
を
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
特
に
必
要
の
な
い
限
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り
、
封
号
や
姓
名
の
異
同
に
言
及
は
し
な
い
。

　
ま
た
、
表
一
は
本
稿
で
考
察
対
象
と
す
る
恵
帝
期
・
高
后
期
に
封
建
さ
れ
た
列
侯
を
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
。
表
二
は
本
稿
の
考
察
に
関

係
す
る
恵
帝
期
・
高
后
期
の
主
要
な
事
件
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
図
一
は
呂
氏
一
族
の
系
図
で
あ
る
。
適
宜
、
参
照
さ
れ
た
い
。

二
　
恵
帝
期
の
列
侯
封
建

　
高
祖
は
高
祖
一
二
年
四
月
甲
辰
に
長
楽
宮
に
没
し
た
。
そ
し
て
同
年
五
月
己
巳
、
皇
太
子
劉
盈
（
恵
帝
）
が
即
位
し
た
。
つ
ま
り
高
祖

一
二
年
四
月
甲
辰
か
ら
同
年
九
月
ま
で
の
時
期
も
恵
帝
の
治
世
に
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
見
方
に
基
づ
く
と
、
恵
帝
期
に
は
表
一

の
Ｎ
ｏ
．
一
か
ら
Ｎ
ｏ
．
九
ま
で
の
九
名
が
列
侯
に
封
建
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
う
ち
、
高
祖
一
二
年
六
月
に
封
建
さ
れ
た
六
名

（
表
一
Ｎ
ｏ
．
一
～
Ｎ
ｏ
．
六
）
は
、
こ
れ
ま
で
高
祖
に
よ
っ
て
封
建
さ
れ
た
列
侯
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
後
述
す
る
よ

う
に
、
筆
者
は
こ
の
六
名
の
封
建
も
恵
帝
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
考
え
る
。
本
章
で
は
、
封
建
の
時
期
と
性
格
に
よ
っ
て
、
高
祖
一
二
年

六
月
の
封
建
と
そ
れ
以
降
に
行
わ
れ
た
対
諸
侯
王
政
策
と
し
て
の
封
建
と
に
分
け
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
一
）
高
祖
一
二
年
六
月
の
封
建

　
恵
帝
即
位
後
、
最
初
の
列
侯
封
建
は
高
祖
一
二
年
六
月
壬
辰
に
行
わ
れ
た
。
高
祖
一
二
年
六
月
に
封
建
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、

紀
信
侯
陳
倉
・
甘
泉
侯
王
竟
・
煮
棗
侯
革
赤
・
張
侯
毛
沢
・
傿
陵
侯
朱
濞
・
鹵
侯
張
平
の
六
名
で
あ
り
、『
史
記
』
巻
一
八
高
祖
功
臣
侯

者
年
表
・『
漢
書
』
巻
一
六
高
恵
高
后
文
功
臣
表
は
こ
の
順
で
配
列
し
て
い
る
。

　
し
か
し
こ
の
六
名
は
、『
史
記
』・『
漢
書
』
で
は
高
祖
に
よ
っ
て
封
建
さ
れ
た
と
解
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
ま
た
梁
玉
縄
は
『
史
記
』
高
祖
功
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表 1　恵帝期・高后期封建列侯

No. 封号 姓名 封建時期 備考
1 紀信侯 陳倉 高祖 12 年 6 月壬辰（14） 高祖功臣。
2 甘泉侯 王竟 高祖 12 年 6 月壬辰（14） 高祖功臣。
3 煮棗侯 革赤 高祖 12 年 6 月壬辰（14） 高祖功臣。
4 張侯 毛沢 高祖 12 年 6 月壬辰（14） 高祖功臣。
5 傿陵侯 朱濞 高祖 12 年 6 月 高祖功臣。
6 鹵侯 張平 高祖 12 年 6 月 高祖功臣。
7 便侯 呉浅 恵帝元年 9 月癸卯（2） 長沙王呉臣子。
8 軑侯 利蒼 恵帝 2 年 4 月庚子（3） 封建時には長沙国丞相。
9 平都侯 劉到 恵帝 5 年 6 月乙亥（26） もと斉将。
10 南宮侯 張買 高后元年 4 月丙寅（3） 呂氏集団。封建時には太中大夫。
11 梧侯 陽成延 高后元年 4 月乙酉（22） 封建時には少府。
12 平定侯 斉受 高后元年 4 月乙酉（22） 封建時には斉国丞相。
13 博城侯 馮無択 高后元年 4 月乙酉（22） 呂氏集団。封建時には郎中令。
14 沛侯 呂種 高后元年 4 月乙酉（22） 呂釈之少子。
15 扶柳侯 呂平 高后元年 4 月庚寅（27） 呂長姁子。
16 郊侯 呂産 高后元年 4 月辛卯（28） 呂沢少子。
17 襄城侯 劉山 高后元年 4 月辛卯（28） 恵帝子。
18 軹侯 劉朝 高后元年 4 月辛卯（28） 恵帝子。
19 壺関侯 劉武 高后元年 4 月辛卯（28） 恵帝子。
20 沅陵侯 呉陽 高后元年 7 月丙申（5） 長沙王呉臣子。
21 上邳侯 劉郢客 高后 2 年 5 月丙申（9） 楚王劉交子。
22 朱虚侯 劉章 高后 2 年 5 月丙申（9） 斉王劉襄弟。
23 筑陽侯 蕭延 高后 2 年 酇侯蕭何・酇侯某同の子。
24 昌平侯 劉太 高后 4 年 2 月癸未（7） 恵帝子。
25 贅其侯 呂勝 高后 4 年 4 月丙申（21） 呂后昆弟子。封建時には淮陽国丞相。
26 中邑侯 朱通 高后 4 年 4 月丙申（21） 封建時には呂国丞相。
27 楽平侯 衛無択 高后 4 年 4 月丙申（21） 封建時には衛尉。
28 山都侯 王恬啓 高后 4 年 4 月丙申（21） 封建時には梁国丞相。
29 松茲侯 徐厲 高后 4 年 4 月丙申（21） 封建時には恒山国丞相。
30 成陶侯 周信 高后 4 年 4 月丙申（21） 封建時には河南守。
31 鄃侯 呂它 高后 4 年 4 月丙申（21） 呂后昆弟子。封建時には太中大夫。
32 滕侯 呂更始 高后 4 年 4 月丙申（21） 呂氏一族。封建時には楚国丞相。
33 醴陵侯 某越 高后 4 年 4 月丙申（21） 封建時には長沙国丞相。
34 呂成侯 呂忿 高后 4 年 4 月丙申（21） 呂后昆弟子。
35 臨光侯 呂嬃 高后 4 年 4 月丙申（21） 呂后妹。『史記』・『漢書』列侯表には見えない。
36 東牟侯 劉興居 高后 6 年 4 月丁酉（3） 斉王劉襄弟。
37 錘侯 呂通 高后 6 年 4 月丁酉（3） 呂台子。
38 信都侯 張侈 高后 8 年 4 月丁酉（15） 魯王張偃兄。
39 楽昌侯 張受 高后 8 年 4 月丁酉（15） 魯王張偃兄。
40 祝茲侯 呂栄 高后 8 年 4 月丁酉（15） 呂后昆弟子。
41 建陵侯 張釈 高后 8 年 4 月丁酉（15） 封建時には大謁者。
42 東平侯 呂荘 高后 8 年 5 月丙辰（4） 呂台子。

＊ 「封建時期」の括弧内の数字は、封建日を各月の朔日から数えたものである。
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表 2　恵帝期・高后期事項表
時期 事項

高祖 12 年 4 月 甲辰（25） 高祖、没する。
丁未（28） 高祖の喪を発する。

5 月 己巳（20） 恵帝、即位する。
恵帝元年 12 月 呂后、趙王劉如意を殺害する。

淮陽王劉友を趙王に徙封する。淮陽国は郡となる。
夏 呂沢に令武侯と追諡する。

呂后、戚夫人を殺害する。
？ 営陵侯劉沢を衛尉に任じる。
？ 諸侯王国の相国を廃止し、丞相を漢朝の任命とする。

恵帝 2 年 10 月 斉王劉肥、城陽郡を魯元公主に湯沐邑として献じ、魯元公主を斉の王太后
とする。

7 月 辛未（5） 相国蕭何、没する。
癸巳（27） 斉国丞相曹参を相国に任じる。

恵帝 4 年 10 月 壬寅 魯元公主の娘張氏を恵帝の皇后とする。
恵帝 5 年 8 月 乙丑（17） 相国曹参、没する。

9 月 長安城壁の建設が完了する。
恵帝 6 年 10 月 己巳（22） 安国侯王陵を右丞相に、曲逆侯陳平を左丞相に任じる。
恵帝 7 年 8 月 戊寅（12） 恵帝、没する。

呂台・呂産・呂禄に南北軍の兵権が与えられ、呂氏一族の入宮が許される。
9 月 少帝恭、即位する。

高后元年 10 月 呂后、称制する。
呂氏一族の諸侯王封建についての議論が行われる。

11 月 甲子（29） 右丞相王陵を太傅に、左丞相陳平を右丞相に、典客審食其を左丞相に任じ
る。
呂沢を悼武王と追尊する。

4 月 （表 3 を参照。）
？ 呂公に呂宣王と追諡する。
？ 呂王呂台、没する。子の呂嘉、襲封する。
春 高祖系列侯位次制定の詔が出される。
5 月 丙申（9） 上邳侯劉郢客・朱虚侯劉章を封建する。
7 月 恒山王劉不疑、没する。

癸巳（7） 襄城侯劉山を恒山王に封建する。劉山は名を義と改める。
高后 4 年 4 月 丙申（21） 中邑侯朱通・楽平侯衛無択・山都侯王恬開・松茲侯徐厲・成陶侯周信・鄃

侯呂它・醴陵侯某越・贅其侯呂勝・滕侯呂更始・呂成侯呂忿・臨光侯呂嬃
を封建する。

5 月？ 呂后、少帝恭を廃して殺害する。
5 月 丙辰（11） 恒山王劉義、皇帝に即位する。劉義は名を弘と改める。

軹侯劉朝を恒山王に封建する。
絳侯周勃を太尉に任じる。

？ 平陽侯曹窋を御史大夫に任じる。
高后 5 年 8 月 淮陽王劉強、没する。

壺関侯劉武を淮陽王に封建する。
高后 6 年 10 月 呂王呂嘉を廃する。

丙辰（20） 郊侯呂産を呂王に封建する。
4 月 丁酉（3） 東牟侯劉興居を封建する。

高后 7 年 正月 丁丑（18） 趙王劉友、幽死する。
2 月 梁王劉恢を趙王に徙封する。

呂王呂産を梁王に徙封し、太傅に任じる。
丁巳（28） 昌平侯劉太を呂王に封建する。呂国を済川国と、梁国を呂国と改称する。

営陵侯劉沢を琅邪王に封建する。
6 月 趙王劉恢、自殺する。呂后は子による王位継承を認めず。
秋 武信侯呂禄を趙王に封建する。呂釈之に趙昭王と追諡する。
9 月 燕王劉建、没する。呂后、劉建の子を殺害し、燕国は除かれる。
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高后 8 年 10 月 辛丑（16） 腄侯呂通を燕王に封建する。
3 月 呂后、掖傷を患う。
4 月 丁酉（15） 信都侯張侈・楽昌侯張寿・祝茲侯呂栄・建陵侯張釈を封建する。宦官に爵

関内侯と食邑 500 戸を与える。
5 月 丙辰（4） 東平侯呂荘を封建する。
7 月 呂后の病状が悪化する。趙王呂禄を上将軍に任じて北軍を率いさせ、呂王

呂産に南軍を率いさせる。
辛巳（？） 呂后、没する。遺詔により呂王呂産を相国に、左丞相審食其を太傅に任じ、

呂禄の女を少帝弘の皇后とする。
8 月 丙午（26） 斉王劉襄、挙兵する。
9 月 庚申（10） 朱虚侯劉章、相国呂産・長楽宮衛尉呂更始を殺害する。絳侯周勃、呂氏一

族の殺害を命じる。
辛酉（11） 大臣、趙王呂禄・臨光侯呂嬃を殺害し、魯王張偃を廃する。
壬戌（12） 太傅審食其を左丞相に任じる。
戊辰（18） 済川王劉太を梁王に徙封し、劉遂を趙王に封建する。斉王劉襄、兵を撤退

させる。
後 9 月 己酉（29） 少帝恭・梁王劉太・淮陽王劉武・恒山王劉朝を殺害する。

代王劉恒、皇帝に即位する。
＊�「時期」の干支の後に附した括弧内の数字は、その干支を各月の朔日から数えたものである。「？」は、

当該月にその干支が存在しないことを示す。
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嘉
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友
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図 1　呂氏系図
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臣
侯
者
年
表
紀
信
侯
陳
倉
条
に
注
し
て
、
高
祖
が
高
祖
一
二
年
四
月
甲
辰
に
没
し
た
こ
と
を
挙
げ
、『
史
記
』
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
の
陳

倉
・
王
竟
・
革
赤
・
毛
沢
・
張
平
が
高
祖
一
二
年
六
月
に
封
建
さ
れ
た
と
す
る
記
事
の
う
ち
、「
六
月
」
は
誤
記
で
あ
る
と
述
べ
、
朱
濞

も
含
め
た
六
名
は
高
祖
に
よ
っ
て
封
建
さ
れ
た
と
し
て
い
る（

（（
（

。
先
行
研
究
も
右
の
六
名
を
高
祖
に
よ
っ
て
封
建
さ
れ
た
列
侯
と
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
陳
倉
・
王
竟
・
革
赤
・
毛
沢
は
い
ず
れ
も
『
史
記
』
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
と
『
漢
書
』
高
恵
高
后
文
功
臣
表
に
高
祖

一
二
年
六
月
壬
辰
に
封
建
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
高
祖
一
二
年
六
月
に
は
壬
辰
の
日
が
存
在
す
る
か
ら
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を
誤
記
で
あ

る
と
解
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
む
し
ろ
、
司
馬
遷
や
班
固
、
も
し
く
は
列
侯
表
の
も
と
と
な
っ
た
資
料
の
作
成
者
が
高
祖
一
二
年

の
封
建
で
あ
る
こ
と
か
ら
彼
ら
四
名
が
高
祖
に
よ
っ
て
封
建
さ
れ
た
と
誤
認
し
、
そ
の
結
果
、『
史
記
』・『
漢
書
』
は
彼
ら
を
高
祖
期
に

封
建
さ
れ
た
列
侯
と
扱
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
紀
信
侯
陳
倉
・
甘
泉
侯
王
竟
・
煮
棗
侯
革
赤
・
張
侯
毛
沢
は
高
祖
一
二
年
六
月

壬
辰
に
封
建
さ
れ
た
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
こ
の
四
名
の
後
に
記
さ
れ
た
傿
陵
侯
朱
濞
と
鹵
侯
張
平
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
二
名
は
、

『
史
記
』
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
と
『
漢
書
』
高
恵
高
后
文
功
臣
表
の
高
祖
の
段
の
末
尾
に
陳
倉
・
王
竟
・
革
赤
・
毛
沢
に
続
け
て
置
か
れ

て
い
る
。『
史
記
』・『
漢
書
』
の
列
侯
表
は
原
則
と
し
て
封
建
の
順
に
従
っ
て
列
侯
を
挙
げ
て
い
る
か
ら
、
陳
倉
・
王
竟
・
革
赤
・
毛
沢

の
後
に
挙
げ
ら
れ
た
朱
濞
と
張
平
も
恵
帝
に
よ
っ
て
封
建
さ
れ
た
と
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
し
か
し
朱
濞
の
封
建
の
時
期
に
つ
い
て
『
史
記
』
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
は
「
高
祖
十
二
年
中
」
と
し
、『
漢
書
』
高
恵
高
后
文
功
臣
表

は
高
祖
一
二
年
一
二
月
と
す
る
。
他
方
、
張
平
に
つ
い
て
は
、『
史
記
』
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
は
高
祖
一
二
年
六
月
と
し
、『
漢
書
』
高
恵

高
后
文
功
臣
表
は
同
年
一
二
月
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
朱
濞
・
張
平
の
封
建
に
つ
い
て
は
『
史
記
』
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
・『
漢
書
』

高
恵
高
后
文
功
臣
表
の
記
載
に
混
乱
が
見
ら
れ
る
。

　
こ
の
史
料
の
状
況
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
紙
幅
も
限
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
議
論
の
繁
雑
を
避
け
る
た
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め
、
こ
こ
で
は
最
も
穏
当
と
考
え
ら
れ
る
二
つ
の
解
釈
を
挙
げ
た
い
。
一
つ
は
『
漢
書
』
高
恵
高
后
文
功
臣
表
に
従
い
、
朱
濞
・
張
平
と

も
に
高
祖
一
二
年
一
二
月
に
封
建
さ
れ
た
と
解
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
に
基
づ
く
と
、『
漢
書
』
高
恵
高
后
文
功
臣
表
に
お
け
る

朱
濞
・
張
平
の
配
列
が
誤
っ
て
お
り
、
彼
ら
は
本
来
、
高
祖
一
二
年
一
二
月
に
封
建
さ
れ
た
高
陵
侯
王
周
・
期
思
侯
賁
赫
・
戚
侯
李
必
に

前
後
し
て
配
列
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
『
史
記
』
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
に
お
け
る
張
平
の
記
述
は
朱
濞
と
同
じ

く
「
高
祖
十
二
年
中
」
が
正
し
く
、
朱
濞
・
張
平
は
高
祖
一
二
年
に
封
建
さ
れ
た
が
、
封
建
の
時
期
が
詳
ら
か
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
高

祖
一
二
年
に
封
建
さ
れ
た
列
侯
の
末
尾
に
置
か
れ
た
と
解
さ
れ
る
。

　
い
ま
一
つ
の
解
釈
は
『
史
記
』
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
お
よ
び
『
漢
書
』
高
恵
高
后
文
功
臣
表
の
配
列
に
従
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
解
釈

に
基
づ
く
と
、
朱
濞
・
張
平
は
高
祖
一
二
年
六
月
壬
辰
以
降
に
封
建
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
解
釈
の
も
と
で
は
、『
漢
書
』

高
恵
高
后
文
功
臣
表
が
朱
濞
・
張
平
の
封
建
の
時
期
を
高
祖
一
二
年
一
二
月
と
す
る
の
は
誤
り
と
な
り
、『
史
記
』
高
祖
功
臣
侯
者
年
表

の
朱
濞
封
建
の
時
期
を
「
高
祖
十
二
年
中
」
と
し
、
張
平
封
建
の
時
期
を
「
高
祖
十
二
年
六
月
」
と
す
る
記
載
を
誤
り
と
断
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
『
史
記
』
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
に
お
い
て
張
平
が
高
祖
一
二
年
六
月
の
封
建
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
重
視
す
れ
ば
、

張
平
の
前
に
配
さ
れ
た
朱
濞
も
高
祖
一
二
年
六
月
に
封
建
さ
れ
た
こ
と
と
な
り
、『
漢
書
』
高
恵
高
后
文
功
臣
表
の
両
者
に
つ
い
て
の
記

事
で
は
「
六
月
」
が
「
十
二
月
」
と
誤
記
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
い
ず
れ
の
解
釈
が
妥
当
で
あ
る
か
、
他
に
材
料
が
な
い
た
め
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
『
史
記
』・『
漢
書
』
の
列
侯
表
の

配
列
に
は
基
本
的
に
誤
り
が
な
く
、
特
に
理
由
が
な
い
限
り
は
改
め
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
朱
濞
・
張
平

は
恵
帝
に
よ
っ
て
高
祖
一
二
年
六
月
壬
辰
以
降
、
さ
ら
に
限
定
し
て
高
祖
一
二
年
六
月
に
封
建
さ
れ
た
と
解
す
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、

朱
濞
・
張
平
が
高
祖
一
二
年
一
二
月
、
も
し
く
は
高
祖
一
二
年
七
月
以
降
に
封
建
さ
れ
た
と
解
し
て
も
、
本
稿
の
行
論
に
問
題
は
生
じ
な

い
。
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そ
れ
で
は
恵
帝
の
即
位
後
、
ま
も
な
く
し
て
六
名
の
列
侯
が
封
建
さ
れ
た
こ
と
に
は
ど
の
よ
う
な
政
治
的
背
景
が
存
在
す
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
先
行
研
究
は
高
祖
一
二
年
六
月
の
列
侯
封
建
を
高
祖
に
よ
る
も
の
と
解
し
た
こ
と
も
あ
り
、
先
述
の
ご
と
く
恵
帝
期
の
列
侯
封
建

に
対
し
て
積
極
的
な
意
義
を
見
出
さ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
高
祖
一
二
年
六
月
の
六
名
の
列
侯
封
建
は
恵
帝
も
し
く
は
呂
后
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
恵
帝
期
の
列
侯
封
建
に
つ
い
て
も
改
め
て
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
高
祖
一
二
年
六
月
に
封
建
さ
れ
た
六
名
の
列
侯
は
い
ず
れ
も
高
祖
功
臣
で
あ
る
。『
史
記
』
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
の
彼
ら
の
封
建
事
由

に
関
す
る
記
事
を
以
下
に
挙
げ
る（

（（
（

。

　
　
・
紀
信
侯
陳
倉

中
涓
を
以
て
從
ひ
て
豐
に
起
ち
、
騎
將
を
以
て
漢
に
入
り
、
將
軍
を
以
て
籍
を
擊
ち
、
後
盧
綰
を
攻
め
、
侯
と
せ
ら
る
、
七
百

戶
。

　
　
・
甘
泉
侯
王
竟

車
司
馬
を
以
て
漢
王
元
年
初
め
て
從
ひ
て
高
陵
に
起
ち
、
劉
賈
に
屬
し
、
都
尉
を
以
て
從
軍
し
、
侯
と
せ
ら
る
。

　
　
・
煮
棗
侯
革
赤

越
の
連
敖
を
以
て
從
ひ
て
豐
に
起
ち
、
別
に
郞
將
を
以
て
漢
に
入
り
、
諸
侯
を
擊
ち
、
都
尉
を
以
て
侯
と
せ
ら
る
、
九
百
戶
。

　
　
・
張
侯
毛
沢

中
涓
騎
を
以
て
從
ひ
て
豐
に
起
ち
、
郞
將
を
以
て
漢
に
入
り
、
從
ひ
て
諸
侯
を
擊
つ
、
七
百
戶
。

　
　
・
傿
陵
侯
朱
濞

卒
を
以
て
從
ひ
て
豐
に
起
ち
、
漢
に
入
り
、
都
尉
を
以
て
籍
・
荼
を
擊
ち
、
侯
と
せ
ら
る
、
七
百
戶
。

　
　
・
鹵
侯
張
平
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中
涓
を
以
て
前
元
年
從
ひ
て
單
父
に
起
つ
も
、
關
に
入
ら
ず
、
籍
・
布
・
燕
王
綰
を
擊
ち
、
南
陽
を
得
る
を
以
て
、
侯
と
せ
ら

る
、
二
千
七
百
戶
。

　
右
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
六
名
は
秦
末
も
し
く
は
楚
漢
戦
争
期
か
ら
高
祖
に
従
っ
た
功
臣
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
紀
信
侯
陳
倉
・
鹵

侯
張
平
は
高
祖
一
二
年
に
起
き
た
淮
南
王
英
布
・
燕
王
盧
綰
の
反
乱
の
平
定
も
封
建
の
理
由
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
他
の
四
名
は
高
祖

五
年
（
前
二
〇
二
）
以
前
の
功
績
の
み
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
陳
倉
・
張
平
は
直
近
の
反
乱
平
定
に
お
け
る
功
績
を
評
価
さ
れ
た
と
考
え

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
他
の
四
名
は
封
建
の
理
由
と
さ
れ
た
功
績
を
挙
げ
て
か
ら
数
年
を
経
た
後
に
列
侯
に
封
建
さ
れ
て
お
り
、
単

純
に
論
功
行
賞
の
結
果
と
し
て
列
侯
に
封
建
さ
れ
た
と
は
見
な
し
が
た
い
。
こ
の
点
は
ど
の
よ
う
に
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
六
名
の
列
侯
が
封
建
さ
れ
た
の
と
同
時
期
に
、
広
く
爵
位
の
賜
与
や
刑
罰
の
減
免
な
ど
が
行
わ
れ
た
点
に
着
目
し
た
い
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
『
漢
書
』
巻
二
恵
帝
紀
に
見
え（

（（
（

、
高
祖
一
二
年
五
月
丙
寅
の
恵
帝
即
位
の
記
事
に
続
け
て
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
措
置

は
恵
帝
即
位
に
と
も
な
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
身
分
に
よ
っ
て
差
は
あ
る
も
の
の
、
官
吏
や
民
が
広
く
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
措
置
に
は
、
恵
帝
の
即
位
に
あ
た
っ
て
、
広
く
恩
恵
を
賜
与
す
る
こ
と
で
恵
帝
の
徳
を
示
し
、
統
治
を
安
定
さ
せ
る
意
図
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『
漢
書
』
恵
帝
紀
に
よ
れ
ば
、
高
祖
一
二
年
に
郡
国
に
対
し
て
高
廟
の
設
置
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
も
祭
祀
を
通
じ
て
漢
帝
国
の
支
配
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
意
図
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う（

（（
（

。

　
こ
の
よ
う
に
恵
帝
の
即
位
直
後
に
は
、
統
治
の
安
定
を
目
的
と
し
た
政
策
が
行
わ
れ
た
。
恵
帝
は
高
祖
に
続
く
二
代
目
に
す
ぎ
ず
、
帝

位
の
継
承
を
安
定
的
に
行
い
、
劉
氏
の
支
配
を
根
付
か
せ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
政
策
を
と
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
も
そ
も
高
祖
も
ま
た
劉
氏
に
よ
る
支
配
の
継
続
に
腐
心
し
て
い
た
。
高
祖
は
高
祖
一
二
年
三
月
に
列
侯
と
白
馬
の
盟
を
交
わ
し
た（

（（
（

。

白
馬
の
盟
は
、
①
劉
氏
の
み
が
諸
侯
王
に
封
建
さ
れ
う
る
、
②
功
績
の
な
い
者
は
列
侯
に
封
建
さ
れ
え
ず
、
皇
帝
の
み
が
列
侯
を
封
建
で

き
る
、
③
上
記
二
点
に
違
反
す
る
者
が
現
れ
た
場
合
は
天
下
は
と
も
に
こ
れ
を
誅
す
る
、
と
定
め
た
盟
約
で
あ
る
。
高
祖
が
他
の
諸
侯
王
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に
推
戴
さ
れ
て
漢
王
か
ら
帝
位
に
即
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
白
馬
の
盟
に
よ
っ
て
新
た
に
封
建
さ
れ
る
諸
侯
王
が
劉
氏
の
み
に
限
定
さ

れ
た
こ
と
は
、
帝
位
も
ま
た
劉
氏
の
み
に
限
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
ま
た
、
白
馬
の
盟
で
は
列
侯
封
建
の
要
件
に
功
績
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
皇
帝
に
よ
る
恣
意
的
な
列
侯
の
封
建
を
制
限
す
る

も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
既
存
の
列
侯
に
と
っ
て
は
自
ら
の
地
位
の
高
貴
性
を
保
つ
意
味
が
あ
っ
た
。
一
方
、
列
侯
を
封
建
す
る
権
限
を

皇
帝
の
み
に
限
定
し
た
点
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
他
の
封
建
主
体
を
否
定
す
る
こ
と
で
、
既
存
の
列
侯
の
高
貴
性
を
保
つ
と
と
も
に
、
唯
一

の
封
建
主
体
で
あ
る
皇
帝
へ
の
忠
誠
を
促
す
意
図
が
あ
っ
た
と
言
え
る（

（（
（

。

　
高
祖
が
死
の
直
前
に
こ
う
し
た
盟
約
を
交
わ
し
た
こ
と
は
、
高
祖
自
身
が
劉
氏
に
よ
る
支
配
に
不
安
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い

る
。
ゆ
え
に
当
時
、
中
央
・
地
方
の
政
治
に
お
い
て
大
き
な
影
響
力
を
有
し
た
高
祖
功
臣
の
中
心
た
る
列
侯
と
盟
約
を
交
わ
し
て（

（（
（

、
彼
ら

の
特
権
的
な
地
位
を
認
め
る
と
同
時
に
、
彼
ら
の
劉
氏
皇
帝
に
対
す
る
忠
誠
の
確
保
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
高
祖
の
腐
心
の
一
方
で
、
呂
后
は
高
祖
功
臣
に
対
し
て
強
い
疑
念
を
抱
い
て
い
た
。『
史
記
』
巻
八
高
祖
本
紀
高
祖
一
二
年

四
月
条
に
は
、
高
祖
の
死
後
、
呂
后
が
四
日
間
、
喪
を
発
せ
ず
、
功
臣
の
殺
害
を
図
っ
て
い
た
こ
と
が
見
え
る（

（（
（

。
そ
の
際
、
呂
后
は
側
近

の
審
食
其
に（

（（
（

、

諸
將
帝
と
編
戶
の
民
爲
る
も
、
今
北
面
し
て
臣
と
爲
る
、
此
常
に
怏
怏
た
り
、
今
乃
ち
少
主
に
事
ふ
、
盡
く
是
を
族
す
る
に
非
ず
ん

ば
、
天
下
安
か
ら
じ（

（（
（

。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
呂
后
は
、
功
臣
が
か
つ
て
は
高
祖
と
同
じ
く
庶
民
で
あ
っ
た
の
に
、
高
祖
に
対
し
て
臣
従
す
る
こ
と
と

な
っ
た
こ
と
を
不
満
に
思
っ
て
お
り
、
若
い
恵
帝
に
代
替
わ
り
し
た
場
合
、
功
臣
を
族
滅
し
な
け
れ
ば
天
下
は
安
定
し
な
い
、
と
考
え
て

い
た
。
つ
ま
り
、
呂
后
は
功
臣
が
恵
帝
の
帝
位
継
承
に
承
服
し
な
い
こ
と
を
憂
慮
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
恵
帝
の
帝
位
継
承
に
は
大
き
な
不
安
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
高
祖
は
存
命
中
に
恵
帝
を
皇
太
子
よ
り
廃
し
、
趙
王
劉



漢
初
列
侯
封
建
の
政
治
的
背
景
（
邉
見
）�

一
三

如
意
に
替
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
功
臣
の
強
い
反
対
に
よ
っ
て
失
敗
に
終
わ
っ
た
が（

（（
（

、
劉
如
意
は
い
ま
だ
存
命
で
あ
り
、
こ

の
ほ
か
に
も
広
大
な
封
土
を
領
す
る
斉
王
劉
肥
を
は
じ
め
、
高
祖
の
皇
子
が
諸
侯
王
の
地
位
に
あ
り
、
彼
ら
は
恵
帝
の
帝
位
に
挑
戦
し
え

た
。
そ
の
た
め
、
呂
后
は
恵
帝
即
位
後
も
彼
ら
を
強
く
警
戒
し
、
劉
如
意
を
殺
害
し
、
劉
肥
の
暗
殺
を
謀
り
、
暗
殺
の
失
敗
後
も
斉
国
の

封
地
の
削
減
に
努
め
た（

（（
（

。

　
こ
う
し
た
政
治
状
況
の
も
と
、
恵
帝
や
呂
后
は
恵
帝
即
位
直
後
に
官
吏
や
民
に
広
く
恩
恵
を
与
え
て
恵
帝
の
徳
を
示
し
、
支
持
の
獲
得

を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
即
位
直
後
の
爵
位
賜
与
な
ど
は
恵
帝
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
恵
帝
の
場
合
は
よ
り
切
迫
し
た
状
況
に
あ
っ

た
。

　
こ
の
点
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
高
祖
一
二
年
六
月
に
六
名
の
列
侯
を
封
建
し
た
こ
と
も
高
祖
功
臣
の
支
持
獲
得
が
目
的
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

先
述
の
よ
う
に
高
祖
は
高
祖
一
二
年
三
月
詔
に
お
い
て
論
功
行
賞
の
完
了
を
宣
言
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
高
祖
功
臣
六
名
を

列
侯
に
封
建
し
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
論
功
行
賞
で
は
な
く
、
恵
帝
が
高
祖
期
の
功
績
を
重
視
し
、
高
祖
功
臣
を
尊
重
し
て
い
る
こ
と
を
示

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
ら
の
支
持
を
獲
得
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
上
述
の
よ
う
に
薄
井
氏
は
、
恵
帝
期
に
は
列
侯
封
建
に
よ
る
論
功
行
賞
を
凍
結
す
る
こ
と
で
、
列
侯
封
建
に
よ
っ
て
功
臣
の
不
満
が
高

ま
り
政
権
が
不
安
定
に
な
る
こ
と
を
回
避
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
高
祖
は
高
祖
一
二
年
三
月
詔
に
お
い
て
論
功
行
賞
の
完
了
を

宣
言
し
、
恵
帝
・
呂
后
は
高
祖
一
二
年
六
月
に
六
名
の
高
祖
功
臣
を
列
侯
に
封
建
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
薄
井
氏
の
指
摘
は
妥
当
で

は
な
い
。
む
し
ろ
、
恵
帝
・
呂
后
は
列
侯
の
封
建
を
一
つ
の
方
法
と
し
て
活
用
し
、
帝
位
継
承
後
の
不
安
定
な
局
面
の
克
服
に
努
め
た
の

で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
恵
帝
期
に
は
高
祖
一
二
年
六
月
以
降
、
高
祖
功
臣
の
支
持
獲
得
を
目
的
と
し
た
列
侯
の
封
建
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て

後
述
の
よ
う
に
、
残
る
三
名
の
列
侯
へ
の
封
建
は
対
諸
侯
王
政
策
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
状
況
は
論
功
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行
賞
を
凍
結
し
た
と
解
す
る
よ
り
は
、『
史
記
』
巻
九
呂
太
后
本
紀
太
史
公
曰
に

孝
惠
皇
帝
・
高
后
の
時
、
黎
民
戰
國
の
苦
し
み
を
離
る
る
を
得
、
君
臣
俱
に
無
爲
に
休
息
せ
ん
と
欲
し
、
故
に
惠
帝
垂
拱
し
、
高
后

女
主
に
し
て
稱
制
し
、
政
は
房
戶
を
出
で
ず
、
天
下
晏
然
た
り
。
刑
罰
用
ふ
る
こ
と
罕
に
、
罪
人
是
れ
希
な
り
。
民
稼
穡
を
務
め
、

衣
食
滋
々
殖
す（

（（
（

。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
恵
帝
期
が
比
較
的
安
定
し
た
時
代
で
あ
っ
た
た
め
に
、
新
た
に
列
侯
を
封
建
す
べ
き
功
績
が
生
じ
な
か
っ
た

こ
と
に
起
因
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

（
二
）
対
諸
侯
王
政
策
と
し
て
の
列
侯
封
建

　
本
節
で
は
恵
帝
元
年
（
前
一
九
四
）
か
ら
恵
帝
五
年
（
前
一
九
〇
）
に
か
け
て
行
わ
れ
た
三
名
の
列
侯
（
表
一
Ｎ
ｏ
．
七
～
Ｎ
ｏ
．

九
）
の
封
建
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
の
三
名
に
つ
い
て
、『
史
記
』
巻
一
九
恵
景
間
侯
者
年
表
の
封
建
事
由
に
関
す
る
記
事
を
以
下
に

挙
げ
る（

（（
（

。

　
　
・
便
侯
呉
浅
（
恵
帝
元
年
九
月
封
）

長
沙
王
の
子
も
て
、
侯
と
せ
ら
る
、
二
千
戶
。

　
　
・
軑
侯
利
蒼
（
恵
帝
二
年
（
前
一
九
三
）
四
月
封
）

長
沙
相
も
て
、
侯
と
せ
ら
る
、
七
百
戶
。

　
　
・
平
都
侯
劉
到
（
恵
帝
五
年
六
月
封
）

齊
將
を
以
て
、
高
祖
三
年
降
り
、
齊
を
定
め
、
侯
と
せ
ら
る
、
千
戶
。

　
右
の
記
事
か
ら
、
便
侯
呉
浅
と
軑
侯
利
蒼
は
と
も
に
長
沙
国
に
関
係
す
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
高
祖
期
に
は
異
姓
諸
侯
王
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が
排
斥
さ
れ
、
そ
の
後
に
は
同
姓
劉
氏
が
封
建
さ
れ
た
が
、
呉
芮
の
封
建
さ
れ
た
長
沙
国
の
み
は
除
か
れ
る
こ
と
な
く
、
文
帝
後
七
年

（
前
一
五
七
）
ま
で
存
続
し
た
。

　
呉
浅
は
「
長
沙
王
の
子
」
と
あ
る
よ
う
に
、
二
代
目
の
長
沙
王
呉
臣
の
子
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
利
蒼
は
長
沙
国
の
丞
相
で

あ
っ
た
。
鎌
田
重
雄
氏
は
諸
侯
王
国
の
官
制
に
つ
い
て
、
高
祖
期
に
は
相
国
・
太
傅
は
漢
朝
が
任
命
し
、
丞
相
・
内
史
・
中
尉
な
ど
は
漢

朝
の
許
可
を
必
要
と
し
た
が
、
諸
侯
王
国
が
任
命
権
を
有
し
た
と
す
る
。
そ
し
て
恵
帝
元
年
に
諸
侯
王
国
の
相
国
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
か

わ
っ
て
丞
相
の
任
命
権
が
漢
朝
に
属
し
た
と
指
摘
し
て
い
る（

（（
（

。
鎌
田
氏
の
指
摘
に
基
づ
け
ば
、
恵
帝
二
年
に
長
沙
国
の
丞
相
で
あ
っ
た
利

蒼
は
漢
朝
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
一
方
、
吉
開
将
人
氏
は
利
蒼
と
そ
の
妻
子
が
埋
葬
さ
れ
た
馬
王
堆
漢
墓
を
も
と
に
、
利
蒼
の
出
自
を
検
討
し
て
い
る（

（（
（

。
氏
の
見
解
を
簡

単
に
ま
と
め
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
馬
王
堆
二
号
漢
墓
の
被
葬
者
は
軑
侯
利
蒼
、
同
三
号
漢
墓
の
被
葬
者
は
利
蒼
の
子
利
豨
（
第

二
代
軑
侯
）
と
考
え
ら
れ
、
利
蒼
・
利
豨
親
子
は
二
代
に
わ
た
っ
て
長
沙
国
の
都
臨
湘
県
に
葬
ら
れ
た
。
ま
た
馬
王
堆
三
号
漢
墓
に
は
、

長
沙
国
南
境
の
軍
事
地
図
が
副
葬
さ
れ
て
お
り
、
利
豨
は
長
沙
国
に
お
い
て
軍
事
の
要
職
に
就
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
軑
侯
利
氏
は
利

蒼
死
後
も
長
沙
国
中
枢
に
お
い
て
影
響
力
を
保
持
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
利
蒼
は
漢
朝
が
派
遣
し
た
人
物
で
は

な
く
、
長
沙
国
が
独
自
に
丞
相
に
任
用
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
恵
帝
元
年
の
相
国
廃
止
に
と
も
な
っ
て
長
沙
国
に
漢
朝
か
ら
丞
相

が
派
遣
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
利
蒼
は
長
沙
国
の
丞
相
を
罷
免
さ
れ
、
漢
朝
は
そ
の
代
替
と
し
て
彼
を
軑
侯
に
封
建
し
た
。
吉
開
氏
の
指
摘

は
上
記
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
漢
初
に
は
長
沙
国
に
関
係
す
る
人
物
が
し
ば
し
ば
列
侯
に
封
建
さ
れ
た
。
す
で
に
言
及
し
た
呉
浅
・
利
蒼
の
ほ
か
、
離
侯
鄧

弱
（
高
祖
九
年
（
前
一
九
八
）
四
月
封
）・
義
陵
侯
呉
程
（
同
年
九
月
封
）・
沅
陵
侯
呉
陽
（
高
后
元
年
（
前
一
八
七
）
七
月
封
）・
醴
陵

侯
某
越
（
高
后
四
年
（
前
一
八
四
）
四
月
封
）
の
四
名
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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離
侯
鄧
弱
は
『
史
記
』
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
で
は
「
此
の
侯
の
始
め
起
こ
る
所
及
び
絶
ゆ
る
所
を
失
ふ（

（（
（

。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

『
漢
書
』
高
恵
高
后
文
功
臣
表
に
「
鄧
弱
長
沙
の
將
兵
を
以
て
侯
と
せ
ら
る（

（（
（

。」
と
見
え
、
長
沙
国
に
属
し
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。

　
次
に
義
陵
侯
呉
程
は
長
沙
国
の
柱
国
で
あ
っ
た（

（（
（

。
吉
開
氏
は
、
長
沙
国
の
柱
国
は
楚
制
を
受
け
継
い
だ
長
沙
国
独
自
の
丞
相
に
相
当
す

る
官
職
で
あ
り
、
呉
程
は
呉
姓
で
あ
る
こ
と
か
ら
長
沙
王
呉
氏
の
一
族
で
あ
る
と
推
測
す
る（

（（
（

。
高
后
元
年
七
月
に
封
建
さ
れ
た
沅
陵
侯
呉

陽
も
『
史
記
』
恵
景
間
侯
者
年
表
に
「
長
沙
嗣
成
王
子
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
長
沙
王
呉
臣（

（（
（

の
子
で
あ
る
。

　
一
方
、
醴
陵
侯
某
越
は
『
史
記
』
恵
景
間
侯
者
年
表
に

卒
を
以
て
從
ひ
、
漢
王
二
年
初
め
て
櫟
陽
に
起
ち
、
卒
吏
を
以
て
項
籍
を
擊
ち
、
河
內
都
尉
と
爲
り
、
長
沙
相
を
用
て
侯
と
せ
ら
る
、

六
百
戶（

（（
（

。

と
見
え
、
楚
漢
戦
争
期
か
ら
高
祖
に
仕
え
た
人
物
で
あ
り
、
封
建
さ
れ
た
高
后
四
年
に
は
長
沙
国
の
丞
相
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
し

か
し
高
祖
功
臣
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
長
沙
国
の
丞
相
で
あ
っ
て
も
某
越
は
利
蒼
と
異
な
り
、
漢
朝
に
よ
っ
て
派
遣
さ
れ
た
人
物
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
長
沙
国
や
呉
氏
に
つ
い
て
は
史
料
が
乏
し
く
、
詳
細
な
検
討
は
難
し
い
。
し
か
し
呉
芮
は
秦
末
に
百
越
の
兵
を
率
い
て
戦
っ
た
よ
う
に

南
方
と
の
関
係
の
強
い
人
物
で
あ
っ
た（

（（
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
漢
朝
は
長
沙
国
に
対
し
て
南
方
諸
民
族
と
の
関
係
維
持
や
南
方
の
安
定
を
期
待

し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
こ
に
長
沙
国
が
異
姓
諸
侯
王
国
の
な
か
で
唯
一
、
文
帝
末
年
ま
で
存
続
し
た
理
由
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
そ

し
て
長
沙
国
に
関
係
す
る
人
物
が
た
び
た
び
列
侯
に
封
建
さ
れ
た
こ
と
に
は
、
長
沙
国
の
有
力
者
を
列
侯
に
封
建
す
る
こ
と
で
長
沙
国
の

離
反
を
防
ぐ
目
的
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
こ
で
再
び
軑
侯
利
蒼
封
建
の
背
景
を
考
え
た
い
。
吉
開
氏
は
、
恵
帝
元
年
の
諸
侯
王
国
の
相
国
廃
止
に
と
も
な
っ
て
利
蒼
が
長
沙
国
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の
丞
相
を
罷
免
さ
れ
た
こ
と
の
代
替
措
置
と
し
て
、
利
蒼
の
軑
侯
へ
の
封
建
が
行
わ
れ
た
と
述
べ
る
。
し
か
し
、『
史
記
』
恵
景
間
侯
者

年
表
・『
漢
書
』
高
恵
高
后
文
功
臣
表
と
も
に
利
蒼
は
封
建
時
に
長
沙
国
の
丞
相
で
あ
っ
た
と
す
る（

（（
（

。
こ
の
点
と
漢
朝
が
長
沙
国
と
の
関

係
維
持
の
た
め
に
長
沙
国
の
有
力
者
を
し
ば
し
ば
列
侯
に
封
建
し
て
い
た
点
を
あ
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
利
蒼
は
高
祖
期
か
ら
長
沙
国
の
相

国
も
し
く
は
丞
相
で
あ
り
、
恵
帝
元
年
に
諸
侯
王
国
の
丞
相
の
任
命
権
が
漢
朝
に
属
し
た
後
も
、
丞
相
の
職
に
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
漢
朝
は
利
蒼
が
変
わ
ら
ず
相
位
に
あ
る
こ
と
を
認
め
、
長
沙
国
と
の
関
係
維
持
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
先
に
述

べ
た
よ
う
に
高
后
四
年
に
は
す
で
に
高
祖
功
臣
の
某
越
が
長
沙
国
の
丞
相
で
あ
っ
た
か
ら
、
高
后
二
年
に
利
蒼
が
没
し
た
際
な
ど（

（（
（

、
い
ず

れ
か
の
時
期
に
漢
朝
か
ら
派
遣
さ
れ
た
人
物
が
丞
相
に
任
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
恵
帝
元
年
と
恵
帝
二
年
に
行
わ
れ
た
便
侯
呉
浅
と
軑
侯
利
蒼
の
封
建
に
は
他
の
契
機
を
想
定
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
は
恵
帝
元
年
に
長
沙
王
呉
臣
が
没
し
、
子
の
呉
回
が
襲
封
し
た
点
に
求
め
ら
れ
る（

（（
（

。
つ
ま
り
恵
帝
元
年
に
発
生
し
た
長
沙
王
呉

氏
の
代
替
わ
り
に
際
し
て
、
漢
朝
は
呉
氏
一
族
の
呉
浅
と
長
沙
国
丞
相
の
利
蒼
を
相
次
い
で
列
侯
に
封
建
す
る
こ
と
で
、
長
沙
国
と
の
関

係
維
持
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
高
后
元
年
七
月
に
行
わ
れ
た
沅
陵
侯
呉
陽
の
封
建
も
同
様
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
史
記
』
巻
一
七
漢
興
以
来
諸
侯
王
年

表
・『
漢
書
』
巻
一
三
異
姓
諸
侯
王
表
は
、
長
沙
王
呉
回
は
高
后
元
年
に
没
し
、
子
の
呉
右
が
襲
封
し
た
と
す
る
。
よ
っ
て
、
呉
陽
も
呉

回
か
ら
呉
右
へ
の
代
替
わ
り
に
際
し
て
、
長
沙
国
と
の
関
係
維
持
の
た
め
に
封
建
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
方
、
高
后
四
年
四
月
の
醴
陵
侯
某
越
の
封
建
も
長
沙
国
の
離
反
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
長
沙
王
の

代
替
わ
り
で
は
な
く
、
漢
朝
中
央
の
政
治
状
況
と
密
接
に
関
係
し
て
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
章
に
検
討
す
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
恵
帝
年
間
に
行
わ
れ
た
便
侯
呉
浅
・
軑
侯
利
蒼
の
封
建
は
、
南
方
に
影
響
力
を
有
す
る
長
沙
国
と
の
関
係
の
維
持
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
恵
帝
五
年
六
月
に
行
わ
れ
た
平
都
侯
劉
到
の
封
建
に
は
ど
の
よ
う
な
意
図
が
存
在
し
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た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
劉
到
に
つ
い
て
は
史
料
が
乏
し
く
、
前
掲
の
と
お
り
『
史
記
』
恵
景
間
侯
者
年
表
に
「
齊
將
を
以
て
、
高
祖
三
年
降
り
、
齊
を
定
め
、

侯
と
せ
ら
る
、
千
戶
。」
と
あ
り
、『
漢
書
』
高
恵
高
后
文
功
臣
表
に
同
様
の
記
事
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
劉
到
は
も
と

斉
の
将
軍
で
あ
っ
た
が
、
高
祖
三
年
（
前
二
〇
四
）
に
漢
に
降
っ
て
斉
の
平
定
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
に
よ
り
平
都
侯
に
封
建
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
。
よ
っ
て
、
劉
到
は
高
祖
期
に
功
績
を
挙
げ
た
人
物
で
あ
り
、
高
祖
一
二
年
六
月
の
封
建
と
同
じ
く
、
高
祖
功
臣
の
支
持
獲
得

を
図
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
こ
の
時
期
に
劉
到
の
み
が
封
建
さ
れ
た
の
は
不
可
解
で
あ
る
。

　
む
し
ろ
、
も
と
斉
将
で
あ
っ
た
劉
到
は
天
下
平
定
後
も
斉
国
に
影
響
力
を
有
し
て
お
り
、
ゆ
え
に
漢
朝
は
斉
国
と
の
関
係
を
保
つ
た
め

に
劉
到
を
封
建
し
た
の
で
は
な
い
か
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
呂
后
は
斉
国
を
強
く
警
戒
し
て
お
り
、
高
后
期
に
は
た
び
た
び
斉
国
の
封
地

を
削
り
、
一
方
で
は
斉
王
劉
襄
の
弟
劉
章
・
劉
興
居
を
列
侯
に
封
建
し
た
。
つ
ま
り
斉
国
の
勢
力
を
削
る
と
と
も
に
、
斉
王
一
族
を
列
侯

に
封
建
し
て
懐
柔
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
劉
到
が
斉
国
に
影
響
力
を
有
し
て
お
り
、
斉
国
と
の
関
係
を
保
つ
た
め
劉
到
を
列
侯

に
封
建
し
た
と
す
る
推
測
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
平
都
侯
劉
到
の
封
建
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
便
侯
呉
浅
・
軑
侯
利
蒼
の
封
建
は
長

沙
王
の
代
替
わ
り
を
契
機
と
し
て
、
長
沙
国
と
の
関
係
を
維
持
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
政
策
で
あ
る
。

　
恵
帝
期
に
は
、
恵
帝
の
即
位
直
後
に
高
祖
功
臣
六
名
の
列
侯
へ
の
封
建
に
よ
っ
て
高
祖
功
臣
の
支
持
獲
得
が
図
ら
れ
、
そ
の
後
は
諸
侯

王
国
に
関
係
す
る
人
物
を
封
建
す
る
こ
と
で
諸
侯
王
国
と
の
関
係
維
持
が
図
ら
れ
た
。
恵
帝
期
に
封
建
さ
れ
た
列
侯
は
九
名
と
少
な
く
、

一
三
七
名
が
封
建
さ
れ
た
高
祖
期
と
は
比
ぶ
べ
く
も
な
い
。
先
行
研
究
に
お
い
て
も
恵
帝
期
の
列
侯
封
建
に
対
す
る
積
極
的
な
言
及
は
乏

し
い
。
し
か
し
本
章
で
検
討
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
恵
帝
や
呂
后
は
高
祖
功
臣
や
諸
侯
王
国
と
の
関
係
を
維
持
し
、
政
権
の
安
定
を
図

る
た
め
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
列
侯
の
封
建
を
行
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
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三
　
高
后
期
の
列
侯
封
建

　
恵
帝
七
年
八
月
、
恵
帝
が
没
す
る
と
、
翌
高
后
元
年
一
〇
月
、
呂
后
は
称
制
し
、
高
后
八
年
七
月
に
没
す
る
ま
で
政
治
を
行
っ
た
。
高

后
期
に
お
け
る
列
侯
封
建
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
呂
氏
集
団
の
列
侯
へ
の
封
建
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
言
う
呂
氏
集
団
と
は
、
呂
后

の
一
族
と
呂
氏
に
協
力
す
る
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
彼
ら
の
列
侯
へ
の
封
建
は
呂
氏
政
権
の
権
力
強
化
の
た
め
に

行
わ
れ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
そ
の
列
侯
封
建
は
、
各
時
期
の
政
治
状
況
と
密
接
に
連
動
し
て
行
わ
れ
た
。

　
本
章
で
は
呂
氏
集
団
の
列
侯
封
建
の
事
例
を
中
心
に
考
察
を
進
め
る
が
、
初
め
に
呂
氏
集
団
で
列
侯
に
封
建
さ
れ
た
人
物
に
つ
い
て
簡

単
に
整
理
し
、
そ
の
後
、
個
別
の
検
討
を
行
う
。

（
一
）
呂
氏
集
団
所
属
列
侯
の
整
理

　
高
后
期
に
は
呂
氏
集
団
構
成
者
一
三
名
が
列
侯
に
封
建
さ
れ
た
。
一
方
、
高
祖
期
に
は
呂
后
の
兄
呂
沢
と
呂
釈
之
が
そ
れ
ぞ
れ
周
呂

侯
・
建
成
侯
に
封
建
さ
れ
た
。
ま
ず
こ
の
二
名
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

　
呂
氏
一
族
で
最
初
に
列
侯
に
封
建
さ
れ
た
の
は
、
周
呂
侯
呂
沢
と
建
成
侯
呂
釈
之
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
高
祖
六
年
（
前
二
〇
一
）
正
月

丙
戌
に
封
建
さ
れ
た
。

　
呂
后
の
長
兄
で
あ
る
呂
沢
に
つ
い
て
は
『
史
記
』
巻
一
八
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
に
、

呂
后
の
兄
を
以
て
初
め
て
起
ち
て
客
を
以
て
從
ひ
、
漢
に
入
り
て
侯
と
爲
る
。
還
り
て
三
秦
を
定
め
、
兵
を
將
ゐ
て
先
づ
碭
に
入
る
。

漢
王
の
彭
城
を
解
く
や
、
往
き
て
之
に
從
ひ
、
復
た
兵
を
發
し
て
高
祖
を
佐
け
て
天
下
を
定
む
、
功
も
て
侯
と
せ
ら
る（

（（
（

。
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二
〇

と
見
え
る
。
特
に
高
祖
が
高
祖
二
年
（
前
二
〇
五
）
四
月
に
彭
城
で
項
羽
に
大
敗
し
た
際
、
下
邑
に
い
た
呂
沢
は
ほ
と
ん
ど
の
兵
を
失
っ

た
高
祖
を
支
え
た（

（（
（

。
こ
の
よ
う
に
呂
沢
は
、
楚
漢
戦
争
期
に
大
き
な
軍
功
を
挙
げ
た
人
物
で
あ
る
。
ゆ
え
に
呂
沢
の
周
呂
侯
封
建
は
、
呂

后
の
兄
で
あ
る
こ
と
も
考
慮
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
基
本
的
に
は
他
の
功
臣
と
同
様
、
軍
功
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
建
成
侯
呂
釈
之
に
つ
い
て
は
『
史
記
』
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
に
、

呂
后
の
兄
を
以
て
初
め
て
起
ち
て
客
を
以
て
從
ひ
、
三
秦
を
擊
つ
。
漢
王
漢
に
入
り
、
而
れ
ど
も
釋
之
豐
沛
に
還
り
、
呂
宣
王
・
太

上
皇
を
奉
衞
す
。
天
下
已
に
平
ら
ぎ
、
釋
之
を
封
じ
て
建
成
侯
と
爲
す（

（（
（

。

と
見
え
る
。
こ
こ
で
「
三
秦
を
擊
つ
」
と
あ
る
が
、『
漢
書
』
巻
一
八
外
戚
恩
沢
侯
表
で
は
「
秦
を
擊
つ
」
と
さ
れ
て
い
る
。「
三
秦
」
は

項
羽
が
分
封
し
た
雍
王
章
邯
・
塞
王
司
馬
欣
・
翟
王
董
翳
を
指
す
が
、『
史
記
』
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
で
は
「
三
秦
を
擊
つ
」
に
続
け
て

「
漢
王
漢
に
入
」
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
の
「
三
秦
」
は
「
秦
」
の
誤
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
呂
釈
之

は
高
祖
に
従
っ
て
秦
を
滅
ぼ
し
た
後
、
豊
・
沛
へ
戻
り
呂
宣
王
（
呂
后
の
父
呂
公
）
と
太
上
皇
（
高
祖
の
父
）
の
護
衛
を
し
、
高
祖
五
年

の
天
下
平
定
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
呂
釈
之
の
建
成
侯
封
建
に
も
呂
后
の
兄
と
い
う
点
だ
け
で
な
く
、
軍
功
へ
の
評
価
が
存

在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
呂
沢
・
呂
釈
之
は
と
も
に
軍
功
を
挙
げ
て
お
り
、
両
名
の
列
侯
封
建
に
対
し
て
功
臣
の
不
満
が
存
在
し
た
こ
と
は
史

料
上
に
は
見
ら
れ
な
い
。
漢
初
の
論
功
行
賞
に
お
い
て
は
功
績
、
特
に
軍
功
が
重
視
さ
れ
た
が
、
呂
沢
・
呂
釈
之
の
列
侯
封
建
も
こ
れ
に

則
っ
て
行
わ
れ
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
し
て
高
祖
期
・
恵
帝
期
に
は
彼
ら
以
外
の
呂
氏
一
族
は
一
切
、
列
侯
に
封
建
さ
れ
て
お
ら
ず
、
当
該
期
に
は
呂
后
の
一
族
で
あ
っ
て

も
軍
功
な
く
し
て
列
侯
に
封
建
さ
れ
る
よ
う
な
優
遇
は
受
け
え
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
な
お
、
呂
沢
は
高
祖
八
年
（
前
一
九
九
）
に
没
し
、
子
の
呂
台
が
襲
封
し
た
が
、
高
祖
九
年
、
酈
侯
に
徙
封
さ
れ（

（（
（

、
酈
侯
国
は
呂
台
が
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高
后
元
年
四
月
に
呂
王
に
封
建
さ
れ
る
ま
で
存
続
し
た
。
一
方
、
呂
釈
之
は
恵
帝
二
年
に
没
し
、
子
の
呂
則
が
襲
封
し
た
が
、
恵
帝
七
年

に
罪
に
よ
り
免
侯
と
さ
れ
た
（『
史
記
』
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
）。

　
さ
て
、
高
祖
六
年
正
月
に
周
呂
侯
呂
沢
・
建
成
侯
呂
釈
之
が
封
建
さ
れ
て
以
降
、
高
祖
期
・
恵
帝
期
に
は
呂
氏
一
族
の
列
侯
へ
の
封
建

は
行
わ
れ
ず
、
高
后
期
に
至
っ
て
呂
氏
一
族
か
ら
一
一
名
が
列
侯
に
封
建
さ
れ
た
。
こ
の
一
一
名
を
封
建
の
時
期
に
従
っ
て
挙
げ
る
と
以

下
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
・
高
后
元
年
四
月
　
　
沛
侯
呂
種
・
扶
柳
侯
呂
平
・
郊
侯
呂
産

　
　
・
高
后
四
年
四
月

　
　
贅
其
侯
呂
勝
・
鄃
侯
呂
它（

（（
（

・
滕
侯
呂
更
始
・
呂
成
侯
呂
忿
・
臨
光
侯
呂
嬃

　
　
・
高
后
六
年
（
前
一
八
二
）
四
月

　
　
腄
侯
呂
通

　
　
・
高
后
八
年
四
月

　
　
祝
茲
侯
呂
栄

　
　
・
高
后
八
年
五
月

　
　
東
平
侯
呂
荘

彼
ら
と
呂
后
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
図
一
に
示
し
た
が
、
鄃
侯
呂
它
と
滕
侯
呂
更
始
は
呂
后
と
の
関
係
が
詳
ら
か
で
は
な
い
。
呂
它
に
つ

い
て
は
『
史
記
』
巻
一
九
恵
景
間
侯
者
年
表
に
、

連
敖
を
以
て
高
祖
に
從
ひ
て
秦
を
破
り
、
漢
に
入
り
、
都
尉
を
以
て
諸
侯
を
定
む
、
功
は
朝
陽
侯
に
比
ふ
。
嬰
死
に
、
子
の
它
功
を

襲
ひ
、
太
中
大
夫
を
用
て
侯
と
せ
ら
る（

（（
（

。

と
見
え
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
呂
它
は
、
秦
末
か
ら
高
祖
に
従
っ
て
功
績
を
挙
げ
た
呂
嬰
の
子
で
あ
り
、
呂
嬰
が
す
で
に
没
し
て
い
た
た
め
、

父
に
代
わ
っ
て
封
侯
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
管
見
の
限
り
、
呂
嬰
・
呂
它
と
も
に
呂
后
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
し
た
史
料
は
存
在
し
な

い
。
し
か
し
呂
姓
で
あ
る
こ
と
、『
史
記
』
巻
九
呂
太
后
本
紀
高
后
四
年
条
に

四
年
、
呂
嬃
を
封
じ
て
臨
光
侯
と
爲
し
、
呂
他
を
俞
侯
と
爲
し
、
呂
更
始
を
贅
其
侯
と
爲
し
、
呂
忿
を
呂
城
侯
と
爲
し
、
及
び
諸
侯
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二
二

の
丞
相
五
人
な
り（

（（
（

。

と
他
の
呂
氏
一
族
と
と
も
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
『
史
記
』
恵
景
間
侯
者
年
表
に
「（
高
后
）
八
年
、
侯
它
呂
氏
の
事
に
坐

し
て
誅
せ
ら
れ
、
國
除
か
る（

（（
（

。」
と
あ
り
、
高
后
八
年
に
呂
氏
が
滅
ぼ
さ
れ
た
際
に
呂
它
も
誅
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
呂
它
も
呂
氏
一

族
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
呂
更
始
に
つ
い
て
は
『
史
記
』
恵
景
間
侯
者
年
表
に
「
舍
人
・
郞
中
た
る
こ
と
十
二
歲
、
都
尉
を
以
て
霸
上
に
屯
す
る
を
以
て
、

楚
相
を
以
て
侯
と
せ
ら
る（

（（
（

。」
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
高
祖
期
か
ら
舎
人
・
郎
中
・
都
尉
と
し
て
従
い
、
高
后
四
年
四
月
の
封
建
時
に
は

楚
国
丞
相
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
呂
更
始
に
つ
い
て
も
呂
后
と
の
関
係
を
述
べ
た
史
料
は
見
え
な
い
が
、『
史
記
』
恵
景
間
侯
者
年

表
に
高
后
八
年
に
呂
氏
が
滅
ぼ
さ
れ
た
際
に
誅
さ
れ
た
こ
と
が
見
え
る
か
ら
、
や
は
り
呂
氏
の
一
族
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
『
史

記
』・『
漢
書
』
に
呂
氏
一
族
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
呂
后
と
の
血
縁
は
や
や
遠
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ

の
点
は
呂
它
も
同
様
に
解
し
う
る
。

　
ま
た
高
后
四
年
四
月
に
臨
光
侯
に
封
建
さ
れ
た
呂
嬃
は
『
史
記
』・『
漢
書
』
の
列
侯
表
に
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
先
に
挙
げ

た
『
史
記
』
呂
太
后
本
紀
高
后
四
年
条
よ
り
列
侯
に
封
建
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
呂
嬃
は
呂
后
の
妹
で
あ
る（

（（
（

。
あ
る
い
は
女
性
で
あ
る

た
め
に
列
侯
表
か
ら
除
か
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
と
も
か
く
も
上
記
の
呂
氏
一
族
一
一
名
が
高
后
期
に
新
た
に
列
侯
に
封
建
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
高
后
元
年
四
月
に
封
建
さ
れ
た
南
宮

侯
張
買
・
博
城
侯
馮
無
択
は
呂
氏
一
族
で
は
な
い
が
、
呂
氏
集
団
に
属
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
南
宮
侯
張
買
は
『
史
記
』
恵
景
間
侯
者
年
表
に
「
父
越
人
高
祖
の
騎
將
と
爲
り
從
軍
す
る
を
以
て
、
大
中
大
夫
を
以
て
侯
と
せ
ら
る（

（（
（

。」

と
あ
る
よ
う
に
、
父
が
高
祖
功
臣
で
あ
っ
た
こ
と
を
名
目
に
封
建
さ
れ
た
。
功
績
を
挙
げ
た
人
物
が
す
で
に
死
亡
し
て
い
た
場
合
に
そ
の

子
な
ど
が
代
わ
っ
て
列
侯
に
封
建
さ
れ
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
が
、
張
買
の
父
張
越
人
に
つ
い
て
は
高
祖
に
従
っ
た
こ
と
が
述
べ
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二
三

ら
れ
る
の
み
で
そ
の
功
績
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
張
買
は
『
史
記
』
恵
景
間
侯
者
年
表
に
よ
れ
ば
高
后
八
年
に
呂
氏
と
と
も

に
誅
さ
れ
て
お
り
、
呂
氏
集
団
に
属
す
る
人
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
張
買
は
高
祖
功
臣
の
子
で
あ
る
こ
と
を
名
目
と
し
て
封
建

さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
呂
氏
集
団
の
一
員
で
あ
る
こ
と
が
封
建
の
理
由
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
博
城
侯
馮
無
択
は
、『
史
記
』
呂
太
后
本
紀
高
后
元
年
四
月
条
に
「
四
月
、
太
后
諸
呂
を
侯
と
せ
ん
と
欲
し
、
迺
ち
先
づ
高
祖
の
功
臣

郞
中
令
無
擇
を
封
じ
て
博
城
侯
と
爲
す（

（（
（

。」
と
あ
り
、
呂
后
が
高
后
元
年
四
月
に
呂
氏
一
族
を
列
侯
に
封
建
し
た
際
、
高
祖
功
臣
で
あ
る

馮
無
択
を
先
に
封
建
す
る
こ
と
で
、
呂
氏
封
建
に
対
す
る
不
満
を
か
わ
そ
う
と
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
馮
無
択
は
高
祖
に
従

っ
て
功
績
を
挙
げ
た
人
物
で
あ
る
が
、
一
方
で
『
史
記
』
恵
景
間
侯
者
年
表
に

悼
武
王
の
郞
中
を
以
て
、
兵
初
め
て
起
く
る
に
、
高
祖
に
從
ひ
て
豐
に
起
ち
、
雍
丘
を
攻
め
、
項
籍
を
擊
ち
、
力
戰
し
、
悼
武
王
を

奉
衞
し
て
滎
陽
を
出
づ
、
功
も
て
侯
と
せ
ら
る（

（（
（

。

と
あ
る
よ
う
に
、
楚
漢
戦
争
期
に
は
呂
沢
（
悼
武
王
）
の
配
下
に
い
た
。
さ
ら
に
右
の
『
史
記
』
呂
太
后
本
紀
高
后
元
年
四
月
条
か
ら
、

高
后
元
年
四
月
に
馮
無
択
が
郎
中
令
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
郎
中
令
は
呂
氏
政
権
が
重
視
し
た
職
で
あ
り
、
呂
氏
集
団
も
し
く
は
彼

ら
に
近
い
人
物
が
任
じ
ら
れ
た（

（（
（

。
そ
し
て
馮
無
択
の
死
後
、
博
城
侯
を
継
承
し
た
子
の
馮
代
は
高
后
八
年
に
呂
氏
と
と
も
に
誅
さ
れ
て
い

る
（『
史
記
』
恵
景
間
侯
者
年
表
）。
以
上
の
点
か
ら
考
え
て
、
馮
無
択
は
高
祖
功
臣
で
あ
っ
た
が
、
呂
氏
集
団
に
属
し
て
お
り
、
少
な
く

と
も
高
后
元
年
四
月
に
は
呂
氏
政
権
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
言
え
る
。
よ
っ
て
、
馮
無
択
の
封
建
は
高
祖
功
臣
で
あ
る

こ
と
を
名
目
と
し
、
高
祖
功
臣
を
懐
柔
す
る
目
的
の
も
と
行
わ
れ
た
一
方
で
、
実
際
に
は
呂
氏
集
団
に
属
し
た
点
も
重
視
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
高
后
期
に
は
呂
氏
集
団
に
属
す
る
人
物
一
三
名
が
列
侯
に
封
建
さ
れ
た
。
次
節
以
降
、
各
時
期
の
呂
氏
集
団
封
建
の

政
治
的
背
景
を
検
討
す
る
。
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（
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二
四

（
二
）
高
后
元
年
四
月
の
封
建

　
本
節
で
は
高
后
元
年
四
月
に
行
わ
れ
た
呂
氏
集
団
の
列
侯
封
建
を
中
心
に
検
討
す
る
が
、
同
時
期
に
呂
后
の
長
兄
呂
沢
の
子
酈
侯
呂
台

が
呂
王
に
封
建
さ
れ
た
。
呂
台
の
呂
王
封
建
も
呂
氏
集
団
の
列
侯
封
建
と
同
様
の
目
的
か
ら
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
ま
ず
呂
台

封
建
の
背
景
を
確
認
し
た
い
。

①
呂
王
呂
台
の
封
建

　
呂
台
は
高
后
元
年
四
月
辛
卯
に
呂
王
に
封
建
さ
れ
た
。
し
か
し
前
章
に
述
べ
た
よ
う
に
、
高
祖
一
二
年
三
月
に
高
祖
と
列
侯
の
間
で
交

わ
さ
れ
た
白
馬
の
盟
で
は
、
劉
氏
の
み
が
諸
侯
王
に
封
建
さ
れ
う
る
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
ゆ
え
に
呂
氏
一
族
の
諸
侯
王
へ
の
封
建
は
白

馬
の
盟
の
侵
犯
で
あ
り
、
功
臣
か
ら
反
発
を
受
け
た
。
そ
の
様
子
は
『
史
記
』
呂
太
后
本
紀
高
后
元
年
条
に
見
え
る
。

太
后
稱
制
し
、
議
り
て
諸
呂
を
立
て
て
王
と
爲
さ
ん
と
欲
し
、
右
丞
相
王
陵
に
問
ふ
。
王
陵
曰
く
、「
高
帝
白
馬
を
刑
し
て
盟
ひ
て

曰
く
、『
劉
氏
に
非
ず
し
て
王
た
れ
ば
、
天
下
共
に
之
を
擊
て
』
と
。
今
呂
氏
を
王
と
す
る
は
、
約
に
非
ざ
る
な
り
。」
と
。
太
后
說

ば
ず
。
左
丞
相
陳
平
・
絳
侯
周
勃
に
問
ふ
。
勃
等
對
へ
て
曰
く
、「
高
帝
天
下
を
定
め
、
子
弟
を
王
と
す
、
今
太
后
稱
制
す
、
昆
弟

諸
呂
を
王
と
す
る
は
、
可
な
ら
ざ
る
所
無
し
。」
と
。
太
后
喜
び
、
朝
を
罷
む
。
王
陵
陳
平
・
絳
侯
を
讓
め
て
曰
く
、「
始
め
高
帝
と

啑
血
し
て
盟
ふ
に
、
諸
君
在
ら
ざ
る
か
。
今
高
帝
崩
じ
、
太
后
女
主
な
り
、
呂
氏
を
王
と
せ
ん
と
欲
し
、
諸
君
從
ひ
て
意
に
阿
り
て

約
に
背
か
ん
と
欲
す
、
何
の
面
目
あ
り
て
か
高
帝
に
地
下
に
見
ゆ
る
。」
と
。
陳
平
・
絳
侯
曰
く
、「
今
面
折
廷
爭
す
る
に
於
い
て
は
、

臣
君
に
如
か
ず
、
夫
れ
社
稷
を
全
ふ
し
、
劉
氏
の
後
を
定
む
る
は
、
君
も
亦
た
臣
に
如
か
ず
。」
と
。
王
陵
以
て
之
に
應
ふ
る
無
し（

（（
（

。

こ
れ
は
呂
后
が
称
制
し
た
直
後
の
高
后
元
年
一
〇
月
の
朝
議
に
お
け
る
や
り
取
り
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
呂
后
は
呂
氏
一
族
を
諸
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二
五

侯
王
に
封
建
す
る
こ
と
を
望
み
、
右
丞
相
王
陵
（
安
国
侯
）
に
諮
る
が
、
王
陵
は
白
馬
の
盟
を
挙
げ
て
反
対
し
て
い
る
。
一
方
、
左
丞
相

陳
平
（
曲
逆
侯
）
と
絳
侯
周
勃
が
呂
后
に
同
調
し
、
朝
議
が
終
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
後
、
高
后
元
年
一
一
月
に
至
っ
て
、
呂
氏
一
族
の

諸
侯
王
封
建
に
反
対
し
た
王
陵
は
太
傅
に
遷
さ
れ
、
陳
平
が
右
丞
相
に
、
審
食
其
（
辟
陽
侯
）
が
左
丞
相
に
任
じ
ら
れ
た
。
陳
平
は
呂
氏

の
封
建
に
賛
成
し
て
お
り
、
ま
た
審
食
其
は
呂
后
に
近
い
人
物
で
あ
る
か
ら
、
王
陵
は
呂
氏
の
封
建
に
反
対
し
た
こ
と
で
失
脚
し
た
と
言

え
る
。
つ
ま
り
呂
氏
の
諸
侯
王
封
建
に
つ
い
て
は
、
白
馬
の
盟
に
関
係
し
た
列
侯
の
間
で
も
意
見
が
分
か
れ
た
が
、
賛
成
派
が
勝
利
し
た

の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
政
争
の
後
、
呂
后
は
高
后
元
年
四
月
、
恵
帝
の
皇
子
を
諸
侯
王
に
封
建
す
る
こ
と
で
大
臣
た
ち
に
圧
力
を
掛
け
、
呂
台
の
呂

王
封
建
を
実
現
し
た（

（（
（

。
な
お
、
こ
れ
に
先
立
つ
高
后
元
年
一
一
月
、
呂
后
は
す
で
に
没
し
て
い
た
呂
沢
に
悼
武
王
と
追
尊
し
て
い
る
。
つ

ま
り
呂
后
は
、
呂
沢
に
王
号
を
贈
る
こ
と
で
、
彼
の
後
継
者
で
あ
る
呂
台
の
呂
王
封
建
に
名
目
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
右
に
呂
氏
一
族
の
諸
侯
王
へ
の
封
建
に
対
し
て
は
、
高
后
元
年
一
〇
月
の
時
点
で
列
侯
の
間
で
賛
否
が
分
か
れ
た
が
、
陳

平
・
周
勃
ら
賛
成
派
が
勝
利
し
た
と
述
べ
た
。
し
か
し
賛
成
派
と
い
え
ど
も
呂
氏
一
族
の
封
建
に
対
し
て
全
面
的
に
賛
同
し
た
わ
け
で
は

な
い
。
そ
れ
は
先
に
挙
げ
た
『
史
記
』
呂
太
后
本
紀
高
后
元
年
条
に
「
陳
平
・
絳
侯
曰
く
、『
今
面
折
廷
爭
す
る
に
於
い
て
は
、
臣
君
に

如
か
ず
、
夫
れ
社
稷
を
全
ふ
し
、
劉
氏
の
後
を
定
む
る
は
、
君
も
亦
た
臣
に
如
か
ず
。』
と
。」
と
あ
り
、
さ
ら
に
同
高
后
八
年
七
月
条
に

呂
后
が
死
の
直
前
に
呂
産
・
呂
禄
を
戒
め
た
言
葉
と
し
て

高
帝
已
に
天
下
を
定
め
、
大
臣
と
約
し
て
曰
く
、「
劉
氏
に
非
ず
し
て
王
た
る
者
は
、
天
下
共
に
之
を
擊
て
。」
と
。
今
呂
氏
王
た
り
、

大
臣
平
ら
か
な
ら
ず
。
我
卽
し
崩
ぜ
ば
、
帝
年
少
く
、
大
臣
恐
ら
く
は
變
を
爲
さ
ん
。
必
ず
兵
に
據
り
て
宮
を
衞
り
、
愼
み
て
喪
を

送
る
こ
と
毋
か
れ
、
人
の
制
す
る
所
と
爲
る
毋
か
れ（

（（
（

。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
陳
平
や
周
勃
は
劉
氏
の
天
下
を
守
る
た
め
の
方
策
と
し
て
呂
氏
一
族
の
諸
侯
王
封



漢
初
列
侯
封
建
の
政
治
的
背
景
（
邉
見
）�

二
六

建
に
賛
同
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
呂
后
も
、
白
馬
の
盟
に
違
反
し
て
呂
氏
一
族
を
諸
侯
王
に
封
建
し
た
こ
と
で
大
臣
た
ち
が
不

満
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
承
知
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
と
め
れ
ば
、
高
祖
功
臣
は
劉
氏
の
天
下
を
守
る
た
め
に
呂
氏
一
族
の
諸
侯
王
封

建
を
容
認
し
た
が
、
底
流
に
は
呂
氏
封
建
に
対
す
る
強
い
不
満
が
存
在
し
続
け
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
諸
侯
王
も
ま
た
呂
氏
一
族
の
諸
侯
王
封
建
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
。
た
と
え
ば
斉
王
劉
襄
は
呂
后
の
死
後
、
呂
氏
打
倒
の
兵
を

起
こ
し
、
他
の
諸
侯
王
に
書
状
を
送
っ
て
呂
氏
一
族
の
専
横
を
非
難
し
た
が
、
そ
の
な
か
で
「
又
た
比
り
に
三
趙
王
を
殺
し
、
梁
・
趙
・

燕
を
滅
ぼ
し
て
以
て
諸
呂
を
王
と
し
、
齊
を
分
け
て
四
と
爲
す
。
…
…
寡
人
兵
を
率
ゐ
て
入
り
王
爲
る
に
當
た
ら
ざ
る
者
を
誅
す（

（（
（

。」
と

述
べ
て
い
る
。
諸
侯
王
は
白
馬
の
盟
の
当
事
者
で
は
な
い
。
し
か
し
呂
氏
一
族
の
諸
侯
王
へ
の
封
建
は
、
劉
氏
の
み
が
諸
侯
王
に
封
建
さ

れ
う
る
と
し
た
白
馬
の
盟
に
よ
り
保
障
さ
れ
た
劉
氏
一
族
の
地
位
や
劉
氏
の
天
下
を
脅
か
す
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ゆ
え
に
斉
王
劉
襄
は
、
呂
氏
一
族
の
諸
侯
王
へ
の
封
建
を
非
難
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
呂
氏
一
族
の
諸
侯
王
へ
の
封
建
は
、
高
祖
功
臣
や
諸
侯
王
の
呂
氏
集
団
に
対
す
る
潜
在
的
な
不
満
を
惹
起
し
た
と
言
え
る
。

②
呂
氏
集
団
の
列
侯
封
建

　
高
后
元
年
四
月
の
呂
氏
集
団
の
列
侯
封
建
に
つ
い
て
は
『
史
記
』
呂
太
后
本
紀
高
后
元
年
四
月
条
に
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

四
月
、
太
后
諸
呂
を
侯
と
せ
ん
と
欲
し
、
迺
ち
先
づ
高
祖
の
功
臣
郞
中
令
無
擇
を
封
じ
て
博
城
侯
と
爲
す
。
魯
元
公
主
薨
じ
、
謚
を

賜
ひ
て
魯
元
太
后
と
爲
す
。
子
の
偃
を
魯
王
と
爲
す
。
魯
王
の
父
、
宣
平
侯
張
敖
な
り
。
齊
悼
惠
王
の
子
章
を
封
じ
て
朱
虛
侯
と
爲

し
、
呂
祿
の
女
を
以
て
之
に
妻
す
。
齊
の
丞
相
壽
を
平
定
侯
と
爲
す
。
少
府
延
を
梧
侯
と
爲
す
。
乃
ち
呂
種
を
封
じ
て
沛
侯
と
爲
し
、

呂
平
を
扶
柳
侯
と
爲
し
、
張
買
を
南
宮
侯
と
爲
す
。
太
后
呂
氏
を
王
と
せ
ん
と
欲
し
、
先
づ
孝
惠
の
後
宮
の
子
彊
を
立
て
て
淮
陽
王

と
爲
し
、
子
の
不
疑
を
常
山
王
と
爲
し
、
子
の
山
を
襄
城
侯
と
爲
し
、
子
の
朝
を
軹
侯
と
爲
し
、
子
の
武
を
壺
關
侯
と
爲
す
。
太
后
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二
七

大
臣
に
風
し
、
大
臣
酈
侯
呂
台
を
立
て
て
呂
王
と
爲
さ
ん
こ
と
を
請
ひ
、
太
后
之
を
許
す
。
建

成
康
侯
釋
之
卒
し
、
嗣
子
に
罪
有
り
、
廢
し
、
其
の
弟
呂
祿
を
立
て
て
胡
陵
侯
と
爲
し
、
康
侯

の
後
を
續
が
し
む（

（（
（

。

た
だ
し
こ
の
記
事
を
『
史
記
』・『
漢
書
』
の
列
侯
表
と
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
と
、
列
侯
封
建
の
順
序

に
問
題
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
高
后
元
年
四
月
の
諸
侯
王
・
列
侯
に
関
連
す
る
事
項
を
『
史

記
』・『
漢
書
』
の
諸
侯
王
表
お
よ
び
列
侯
表
を
も
と
に
整
理
し
、
時
系
列
に
沿
っ
て
示
し
た
の
が
表

三
で
あ
る（

（（
（

。

　
さ
て
、
高
后
元
年
四
月
の
最
初
の
列
侯
封
建
は
丙
寅
に
行
わ
れ
た
南
宮
侯
張
買
の
封
建
で
あ
る
。

上
述
の
よ
う
に
張
買
は
呂
氏
集
団
に
属
し
た
人
物
で
あ
り
、
彼
の
封
建
は
父
が
高
祖
功
臣
で
あ
る
こ

と
を
名
目
と
し
て
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
同
日
に
は
呂
后
の
次
兄
呂
釈
之
の
子
呂
禄
を
胡
陵
侯
と
し
て
い
る（

（（
（

。『
史
記
』
呂
太
后
本
紀

高
后
元
年
四
月
条
に

建
成
康
侯
釋
之
卒
し
、
嗣
子
に
罪
有
り
、
廢
し
、
其
の
弟
呂
祿
を
立
て
て
胡
陵
侯
と
爲
し
、
康

侯
の
後
を
續
が
し
む
。

と
あ
る
よ
う
に
、
呂
禄
は
胡
陵
侯
と
さ
れ
て
呂
釈
之
の
祭
祀
を
継
承
し
て
い
る
か
ら
、
呂
禄
は
紹
封

を
許
さ
れ
た
こ
と
で
胡
陵
侯
に
な
っ
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
後
、
列
侯
の
封
建
が
行
わ
れ
た
の
は
乙
酉
で
あ
り
、
こ
の
と
き
に
は
梧
侯
陽
成
延
・
平
定
侯

斉
受
・
博
城
侯
馮
無
択
・
沛
侯
呂
種
が
封
建
さ
れ
た
。
陽
成
延
は
『
漢
書
』
巻
一
九
下
百
官
公
卿
表

表 3　高后元年 4月事項表

時期 事項

丙寅（3） 南宮侯張買を封建する。呂禄の紹封を許し、胡陵侯とする。

乙酉（22） 梧侯陽成延・平定侯斉受・博城侯馮無択・沛侯呂種を封建する。

庚寅（27） 扶柳侯呂平を封建する。

辛卯（28）
淮陽王劉強・恒山王劉不疑・呂王呂台・郊侯呂産・襄城侯劉山・軹侯劉朝・壺関侯劉武を封建す
る。

時期不明 魯王張偃を封建する。

＊封建時期の括弧内の数字は、封建日を各月の朔日から数えたものである。
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二
八

下
に
よ
れ
ば
、
高
祖
五
年
に
少
府
に
任
じ
ら
れ
、
高
后
六
年
に
没
す
る
ま
で
少
府
の
職
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
『
史
記
』
恵
景
間
侯
者
年
表

に
は

軍
匠
を
以
て
從
ひ
て
郟
に
起
ち
、
漢
に
入
る
、
後
少
府
と
爲
り
、
長
樂
・
未
央
宮
を
作
り
、
長
安
城
を
築
き
、
先
に
就
り
、
功
も
て

侯
と
せ
ら
る
、
五
百
戶（

（（
（

。

と
あ
り
、
楚
漢
戦
争
期
か
ら
高
祖
に
従
い
、
少
府
と
し
て
長
楽
宮
・
未
央
宮
お
よ
び
長
安
城
建
設
を
行
い
、
そ
の
功
績
に
よ
っ
て
列
侯
に

封
建
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
平
定
侯
に
封
建
さ
れ
た
斉
受
に
つ
い
て
は
、『
史
記
』
恵
景
間
侯
者
年
表
に

卒
を
以
て
高
祖
に
從
ひ
て
留
に
起
ち
、
家
車
吏
を
以
て
漢
に
入
る
、
梟
騎
都
尉
を
以
て
項
籍
を
擊
ち
、
樓
煩
の
將
を
得
て
功
あ
り
、

齊
の
丞
相
を
用
て
侯
と
せ
ら
る
。
一
に
項
涓
と
云
ふ（

（（
（

。

と
見
え
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
斉
受
は
楚
漢
戦
争
期
に
軍
功
を
挙
げ
、
そ
の
功
績
に
よ
っ
て
列
侯
に
封
建
さ
れ
た
。
そ
し
て
封
建
さ
れ
た
際

に
は
斉
国
の
丞
相
の
職
に
あ
っ
た
。

　
博
城
侯
馮
無
択
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
高
祖
功
臣
で
あ
り
、
呂
氏
集
団
に
属
し
た
。
そ
し
て
彼
は
呂
氏
一
族
の
封
侯
を
実
現
す
る

た
め
に
列
侯
に
封
建
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
実
際
に
馮
無
択
の
封
建
と
同
日
、
呂
釈
之
の
子
呂
種
が
沛
侯
に
封
建
さ
れ
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
高
后
元
年
四
月
乙
酉
に
封
建
さ
れ
た
人
物
を
見
る
と
、
陽
成
延
と
斉
受
も
高
祖
功
臣
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
功
績
を
挙
げ
て
い

る
。
さ
ら
に
両
者
と
も
功
績
を
挙
げ
て
か
ら
し
ば
ら
く
時
間
を
置
い
て
封
建
さ
れ
た（

（（
（

。
ま
た
、
丙
寅
に
封
建
さ
れ
た
張
買
も
父
が
高
祖
功

臣
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
馮
無
択
だ
け
で
な
く
、
張
買
・
陽
成
延
・
斉
受
の
封
建
も
呂
氏
一
族
封
建
へ
の
布
石
と
し
て
行
わ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
高
祖
功
臣
を
列
侯
に
封
建
す
る
こ
と
が
な
ぜ
呂
氏
一
族
の
列
侯
封
建
の
た
め
に
必
要
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
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は
高
祖
功
臣
を
封
建
す
る
こ
と
で
、
呂
氏
政
権
に
高
祖
功
臣
を
尊
重
す
る
意
の
あ
る
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
高
祖
功
臣
の
呂
氏
一

族
の
封
建
に
対
す
る
同
意
を
取
り
付
け
る
意
図
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
漢
初
に
は
高
祖
に
従
っ
て
軍
功
を
挙
げ
た
功
臣
が
大
き
な

勢
力
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
も
特
に
大
き
な
功
績
を
挙
げ
た
者
は
列
侯
に
封
建
さ
れ
た
。
そ
し
て
高
祖
と
列
侯
の
間
で
交
わ
さ
れ

た
白
馬
の
盟
に
よ
り
、
皇
帝
と
い
え
ど
も
功
績
の
な
い
者
を
列
侯
に
封
建
す
る
こ
と
は
制
限
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
高
祖
に
従
っ
て

功
績
を
挙
げ
た
者
を
列
侯
に
封
建
す
る
こ
と
で
、
高
祖
期
の
功
績
と
高
祖
功
臣
の
尊
重
を
示
し
、
高
祖
功
臣
、
特
に
功
臣
列
侯
の
同
意
の

獲
得
を
図
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
布
石
を
経
て
呂
氏
一
族
の
列
侯
封
建
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
最
初
と
な
っ
た
の
は
沛
侯
呂
種
で
あ
る
。
呂
種
に
つ
い
て
は

『
史
記
』
恵
景
間
侯
者
年
表
に
「
呂
后
の
兄
康
侯
の
少
子
な
り
、
侯
と
せ
ら
れ
、
呂
宣
王
の
寢
園
を
奉
ず（

（（
（

。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
康
侯

と
は
呂
釈
之
の
諡
号
で
あ
り
、
呂
宣
王
は
呂
后
の
父
呂
公
に
贈
ら
れ
た
諡
号
で
あ
る
。
呂
公
に
対
す
る
呂
宣
王
の
追
諡
は
、『
漢
書
』
巻

一
八
外
戚
恩
沢
侯
表
に
「
高
后
元
年
追
尊
し
て
呂
宣
王
と
曰
ふ（

（（
（

。」
と
あ
る
よ
う
に
高
后
元
年
に
行
わ
れ
た
。
高
后
元
年
の
ど
の
時
期
に

行
わ
れ
た
か
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
同
年
四
月
の
呂
王
呂
台
封
建
に
前
後
し
て
行
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
と
も
か
く
も
呂
種
は
呂
釈
之

の
少
子
で
あ
り
、
呂
后
は
呂
公
の
祭
祀
継
承
を
名
目
に
呂
種
を
沛
侯
に
封
建
し
た
の
で
あ
る
。

　
呂
公
は
、『
漢
書
』
外
戚
恩
沢
侯
表
に
高
祖
元
年
（
前
二
〇
六
）
に
呂
后
の
父
で
あ
る
こ
と
か
ら
侯
号
を
賜
っ
た
こ
と
が
見
え
る
が
、

高
祖
四
年
（
前
二
〇
三
）
に
没
し
て
お
り
、
高
祖
六
年
一
二
月
以
降
の
列
侯
封
建
の
対
象
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
呂
公
の
祭
祀

継
承
は
列
侯
封
建
の
名
目
と
し
て
は
妥
当
性
に
欠
け
る
と
言
え
る
。
し
か
し
功
績
の
な
い
呂
氏
一
族
の
列
侯
封
建
を
実
現
す
る
た
め
に
、

皇
太
后
で
あ
る
呂
后
の
父
の
祭
祀
を
継
承
さ
せ
る
と
い
う
も
っ
と
も
ら
し
い
名
目
を
与
え
る
こ
と
で
、
最
初
に
行
わ
れ
る
呂
種
の
封
建
に

対
す
る
反
発
を
極
力
緩
和
し
よ
う
と
し
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
右
に
述
べ
た
呂
王
呂
台
封
建
に
先
立
っ
て
呂
台
の
父
呂

沢
に
王
号
が
追
諡
さ
れ
た
の
と
同
様
の
手
法
と
言
え
よ
う
。
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さ
ら
に
高
后
元
年
四
月
に
は
呂
后
の
外
孫
張
偃
が
魯
王
に
封
建
さ
れ
た
。
張
偃
は
も
と
の
趙
王
張
敖
と
呂
后
の
娘
魯
元
公
主
の
子
で
あ

る
。
張
敖
は
趙
王
で
あ
っ
た
が
、
高
祖
九
年
に
廃
さ
れ
て
宣
平
侯
に
封
建
さ
れ
、
高
后
七
年
（
前
一
八
一
）
六
月
に
没
し
た
。
ゆ
え
に
張

敖
が
趙
王
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
張
偃
の
魯
王
封
建
に
は
何
ら
の
関
係
も
な
い
。
む
し
ろ
、
張
偃
の
封
建
は
『
漢
書
』
巻
三
二
張
耳
伝
に

「
呂
太
后
敖
の
子
偃
を
立
て
て
魯
王
と
爲
す
は
、
母
太
后
爲
る
の
故
を
以
て
な
り
。」
と
あ
り
、
顔
師
古
が
こ
れ
に
「
公
主
を
以
て
齊
の
王

太
后
と
爲
す
、
故
に
其
の
子
を
立
て
て
王
と
爲
す（

（（
（

。」
と
注
し
て
い
る
よ
う
に
、
張
偃
が
恵
帝
二
年
に
斉
王
劉
肥
に
よ
っ
て
斉
の
王
太
后

と
さ
れ
た
魯
元
公
主
の
子
で
あ
る
こ
と
を
名
目
と
し
て
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
つ
ま
り
呂
王
呂
台
・
魯
王
張
偃
と
も
に
劉
氏
の
み
が
諸
侯
王
に
封
建
さ
れ
う
る
と
規
定
し
た
白
馬
の
盟
に
よ
っ
て
本
来
は
諸
侯
王
に
は

封
建
さ
れ
え
な
い
が
、
父
母
が
王
号
や
王
太
后
号
を
有
す
る
こ
と
を
名
目
と
し
て
諸
侯
王
に
封
建
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
呂

種
が
沛
侯
に
封
建
さ
れ
た
際
に
は
、
呂
公
が
高
祖
よ
り
侯
号
を
賜
っ
て
い
た
こ
と
も
名
目
と
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
呂
后
は
高
祖
功
臣
の
反
発
の
軽
減
に
腐
心
し
な
が
ら
呂
種
の
沛
侯
封
建
を
実
現
し
、
功
績
の
な
い
呂
氏
一
族
の
列
侯
封

建
の
先
例
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
呂
后
は
庚
寅
に
姉
呂
長
姁
の
子
呂
平
を
扶
柳
侯
に
封
建
し
、
さ
ら
に
辛
卯
に
は
恵
帝
の
子
を
諸
侯
王
・
列
侯
に
封
建
す
る
と

と
も
に
呂
台
を
呂
王
に
、
呂
沢
の
少
子
呂
産
を
郊
侯
に
封
建
し
た
。『
史
記
』
呂
太
后
本
紀
恵
帝
七
年
八
月
条
に
恵
帝
の
死
後
、
呂
台
・

呂
産
・
呂
禄
の
三
名
に
南
北
軍
の
兵
権
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
見
え
る
か
ら（

（（
（

、
呂
后
の
二
人
の
兄
が
す
で
に
没
し
て
い
た
高
后
元
年
に
お

い
て
、
呂
産
は
呂
台
・
呂
禄
と
と
も
に
呂
氏
一
族
の
中
心
的
な
位
置
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
呂
后
は
高
后
元
年
四
月
に
高
祖
功
臣
の
反
発
緩
和
に
努
め
つ
つ
新
た
な
封
建
や
紹
封
に
よ
っ
て
、
呂
氏
一
族
か
ら
諸

侯
王
一
名
（
呂
王
呂
台
）、
列
侯
四
名
（
胡
陵
侯
呂
禄
・
沛
侯
呂
種
・
扶
柳
侯
呂
平
・
郊
侯
呂
産
）
を
置
い
た
。

　
た
だ
し
右
に
述
べ
た
高
祖
功
臣
を
封
建
す
る
こ
と
で
、
呂
氏
一
族
の
諸
侯
王
・
列
侯
へ
の
封
建
に
対
す
る
高
祖
功
臣
の
反
発
を
緩
和
し
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よ
う
と
し
た
政
策
が
ど
の
程
度
、
効
果
を
挙
げ
た
か
は
疑
わ
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
高
祖
功
臣
も
し
く
は
高
祖
功
臣
の
子
と
し
て
封
建
さ
れ

た
四
名
の
う
ち
、
南
宮
侯
張
買
・
博
城
侯
馮
無
択
は
呂
氏
集
団
に
属
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
高
祖
功
臣
や
高
祖
功
臣
の
子
で

あ
る
と
称
し
て
封
建
し
た
と
し
て
も
、
張
買
・
馮
無
択
は
呂
氏
集
団
に
属
す
る
人
物
で
あ
っ
た
か
ら
、
高
祖
功
臣
に
も
彼
ら
の
封
建
に
呂

氏
政
権
の
権
力
確
立
の
意
図
が
存
在
し
た
こ
と
は
容
易
に
看
取
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
彼
ら
四
名
の
封
建
は
呂
氏
一
族
の
封
建

に
対
す
る
高
祖
功
臣
の
同
意
獲
得
に
一
定
の
効
果
を
発
揮
し
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
方
で
張
買
・
馮
無
択
の
封
建
は
呂
氏
集
団
に
対
す

る
反
発
を
も
惹
起
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
呂
氏
一
族
を
諸
侯
王
に
封
建
し
た
こ
と
は
、
高
祖
功
臣
の
み
な

ら
ず
諸
侯
王
に
も
呂
氏
集
団
へ
の
不
満
を
抱
か
せ
た
。

　
呂
氏
集
団
を
諸
侯
王
・
列
侯
に
封
建
し
た
こ
と
で
生
じ
た
高
祖
功
臣
・
諸
侯
王
の
不
満
に
対
処
す
る
た
め
、
呂
后
は
い
く
つ
か
の
措
置

を
と
っ
て
い
る
。
ま
ず
高
祖
功
臣
に
対
し
て
は
、
高
后
二
年
に
高
祖
期
の
功
績
を
念
頭
に
し
て
高
祖
系
列
侯
位
次
を
制
定
し
、
高
祖
功
臣

を
尊
重
す
る
姿
勢
を
示
し
て
、
彼
ら
の
支
持
獲
得
を
図
っ
た（

（（
（

。

　
ま
た
酇
侯
蕭
何
の
妻
子
に
紹
封
を
認
め
た
こ
と
も
同
様
に
理
解
で
き
る
。
蕭
何
は
高
祖
に
よ
っ
て
十
八
侯
の
位
次
の
第
一
位
と
さ
れ
、

高
祖
系
列
侯
位
次
に
お
い
て
も
第
一
位
と
さ
れ
た
。
し
か
し
蕭
何
の
酇
侯
国
は
、
蕭
何
の
子
蕭
禄
が
高
后
元
年
に
後
嗣
な
く
没
し
た
こ
と

で
除
か
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
呂
后
は
、
高
后
二
年
に
蕭
何
の
妻
某
同
を
酇
侯
と
し
、
蕭
何
の
少
子
蕭
延
を
筑
陽
侯
と
し
て
い
る（

（（
（

。
こ
れ

に
よ
っ
て
蕭
何
の
侯
国
を
存
続
さ
せ
た
の
で
あ
る
が
、
位
次
第
一
位
の
蕭
何
の
侯
国
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
は
、
高
祖
期
の
功
績
を
重
視
す

る
姿
勢
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
高
祖
功
臣
の
尊
重
を
表
す
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
他
方
、
諸
侯
王
に
対
し
て
は
、
子
弟
を
列
侯
に
封
建
す
る
こ
と
で
懐
柔
を
図
っ
て
い
る
。
高
后
二
年
四
月
に
は
楚
王
劉
交
の
子
劉
郢
客

を
上
邳
侯
に
封
建
し
て
宗
正
に
任
じ
、
斉
王
劉
襄
の
弟
劉
章
を
長
安
に
宿
衛
さ
せ
て
朱
虚
侯
に
封
建
し
、
さ
ら
に
呂
禄
の
娘
を
妻
と
さ
せ

て
い
る（

（（
（

。
劉
郢
客
と
劉
章
の
出
身
し
た
楚
国
・
斉
国
は
同
姓
諸
侯
王
国
で
あ
る
。
呂
后
は
、
劉
氏
で
な
い
者
を
諸
侯
王
に
封
建
し
た
こ
と
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に
対
し
て
両
国
が
不
満
を
抱
い
て
い
る
状
況
を
憂
慮
し
、
そ
の
一
族
を
列
侯
に
封
建
し
て
懐
柔
を
図
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
張
家
山
漢
簡
「
二
年
律
令
」
具
律
八
五
簡
に
は
、
高
后
元
年
も
し
く
は
高
后
二
年
に
制
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
諸
侯

王
・
列
侯
・
呂
公
の
一
族
に
対
す
る
刑
罰
減
免
の
規
定
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
規
定
の
制
定
は
、
一
方
で
は
呂
氏
一
族
を
皇
帝
劉
氏
と

同
格
に
位
置
づ
け
て
呂
氏
一
族
の
権
威
の
向
上
を
図
る
も
の
で
あ
る
が
、
他
方
で
は
諸
侯
王
・
列
侯
に
一
族
の
刑
罰
減
免
と
い
う
恩
恵
を

与
え
る
と
と
も
に
、
こ
こ
に
登
場
し
な
い
関
内
侯
以
下
の
爵
位
の
者
と
諸
侯
王
・
列
侯
と
の
差
別
化
を
行
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
諸
侯
王
・

列
侯
の
高
貴
性
を
示
し
、
諸
侯
王
・
列
侯
を
懐
柔
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。

　
こ
の
よ
う
に
呂
后
は
、
高
后
元
年
四
月
に
呂
氏
一
族
を
中
心
に
呂
氏
集
団
構
成
者
を
諸
侯
王
や
列
侯
に
封
建
し
て
呂
氏
政
権
の
権
力
基

盤
の
強
化
を
行
う
一
方
、
こ
れ
に
前
後
し
て
種
々
の
方
法
を
用
い
て
諸
侯
王
や
列
侯
を
中
心
と
し
た
高
祖
功
臣
の
懐
柔
を
図
っ
た
の
で
あ

る
。（

三
）
高
后
四
年
四
月
の
封
建

　
高
后
元
年
四
月
の
封
建
の
後
、
呂
氏
集
団
構
成
者
が
列
侯
に
封
建
さ
れ
た
の
は
高
后
四
年
四
月
で
あ
る
。
さ
ら
に
高
后
四
年
二
月
に
封

建
さ
れ
た
恵
帝
の
皇
子
昌
平
侯
劉
太
を
除
け
ば
、
高
后
二
年
の
封
建
以
降
、
こ
の
と
き
ま
で
列
侯
の
封
建
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
と
き
の

封
建
に
つ
い
て
前
掲
の
『
史
記
』
呂
太
后
本
紀
高
后
四
年
条
に
は
、

四
年
、
呂
嬃
を
封
じ
て
臨
光
侯
と
爲
し
、
呂
他
を
俞
侯
と
爲
し
、
呂
更
始
を
贅
其
侯
と
爲
し
、
呂
忿
を
呂
城
侯
と
爲
し
、
及
び
諸
侯

の
丞
相
五
人
な
り
。

と
見
え
る（

（（
（

。
高
后
四
年
四
月
に
封
建
さ
れ
た
列
侯
は
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
者
も
含
め
て
表
一
の
Ｎ
ｏ
．
二
五
か
ら
Ｎ
ｏ
．
三
五

ま
で
の
一
一
名
で
あ
り
、
一
一
名
す
べ
て
が
同
月
丙
申
に
封
建
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
呂
氏
一
族
は
五
名
で
あ
る
。
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ま
ず
、
右
の
『
史
記
』
呂
太
后
本
紀
高
后
四
年
条
に
お
い
て
諸
侯
王
国
の
丞
相
五
名
が
列
侯
に
封
建
さ
れ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
に

着
目
し
た
い
。
こ
の
五
名
は
『
史
記
』・『
漢
書
』
の
列
侯
表
か
ら
以
下
の
者
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
・
中
邑
侯
朱
通
…
…
呂
国
丞
相
　
　
　
　
　
　
　
・
滕
侯
呂
更
始
…
…
楚
国
丞
相

　
　
・
山
都
侯
王
恬
啓
…
…
梁
国
丞
相
　
　
　
　
　
　
・
醴
陵
侯
某
越
…
…
長
沙
国
丞
相

　
　
・
松
茲
侯
徐
厲
…
…
恒
山
国
丞
相

こ
こ
で
滕
侯
呂
更
始
は
前
述
の
ご
と
く
呂
氏
一
族
で
あ
る
が
、
呂
后
と
の
血
縁
が
遠
い
た
め
に
諸
侯
王
国
の
丞
相
と
し
て
封
建
さ
れ
た
点

が
強
調
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
同
じ
く
呂
氏
一
族
の
贅
其
侯
呂
勝
も
高
后
四
年
四
月
に
は
淮
陽
国
丞
相
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、

高
后
四
年
四
月
に
は
六
名
の
諸
侯
王
国
の
丞
相
が
列
侯
に
封
建
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
高
后
四
年
四
月
に
列
侯
に
封
建
さ
れ
た
の
は
、
呂
氏
一
族
を
除
け
ば
楽
平
侯
衛
無
択
と
成
陶
侯
周
信
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、

前
者
は
衛
尉
、
後
者
は
河
南
守
の
職
に
あ
っ
た
。
周
信
は
『
史
記
』
恵
景
間
侯
者
年
表
に

卒
を
以
て
高
祖
に
從
ひ
て
單
父
に
起
ち
、
呂
氏
の
舍
人
と
爲
り
、
呂
后
を
淮
を
度
ら
す
の
功
も
て
、
河
南
守
を
用
て
侯
と
せ
ら
る
、

五
百
戶（

（（
（

。

と
あ
る
よ
う
に
、
楚
漢
戦
争
期
に
呂
后
の
舎
人
と
な
っ
て
、
呂
后
を
護
衛
し
た
功
績
に
よ
っ
て
列
侯
に
封
建
さ
れ
た
。
よ
っ
て
、
呂
后
に

近
い
人
物
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
周
信
は
高
后
八
年
の
呂
氏
誅
殺
に
お
い
て
も
誅
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
成
陶
侯
国
は
文
帝
一
五

年
（
前
一
六
五
）
ま
で
存
続
し
て
い
る
か
ら
、
呂
氏
集
団
に
属
し
た
人
物
で
は
な
か
っ
た
。
一
方
、
衛
無
択
に
つ
い
て
は
、
史
料
上
か
ら

呂
氏
一
族
と
の
関
わ
り
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
高
后
四
年
四
月
の
列
侯
封
建
に
お
い
て
諸
侯
王
国
の
丞
相
と
衛
尉
・
郡
守
が
対
象
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

以
下
、
先
行
研
究
に
基
づ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
職
掌
を
確
認
し
た
い
。
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ま
ず
諸
侯
王
国
の
丞
相
に
つ
い
て
、
紙
屋
正
和
氏
は
、
諸
侯
王
国
の
兵
権
は
高
祖
期
に
は
異
姓
諸
侯
王
が
自
ら
掌
握
し
て
い
た
が
、
高

后
期
以
降
、
諸
侯
王
国
の
丞
相
へ
と
移
動
し
た
と
述
べ
る（

（（
（

。
高
后
四
年
四
月
の
諸
侯
王
を
見
る
と
、
楚
王
劉
交
を
除
い
て
、
史
料
上
に
楚

漢
戦
争
期
の
活
動
を
確
認
で
き
な
い
。
紙
屋
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
軍
事
的
経
験
の
乏
し
い
諸
侯
王
の
多
い
当
該
期
に
は
諸
侯
王
国
の

兵
権
は
丞
相
の
も
と
に
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
『
史
記
』
呂
太
后
本
紀
高
后
八
年
八
月
条
に
「
是
の
時
に
當
た
り
、
濟
川
王
太
・
淮
陽
王
武
・
常
山
王
朝
名
は
少
帝
の
弟
爲
り
、

及
び
魯
元
王
は
呂
后
の
外
孫
な
り
、
皆
年
少
く
未
だ
國
に
之
か
ず
、
長
安
に
居
る（

（（
（

。」
と
あ
る
よ
う
に
、
高
后
末
年
に
は
恵
帝
の
皇
子
の

諸
侯
王
や
魯
王
張
偃
は
就
国
せ
ず
長
安
に
居
住
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
高
后
四
年
四
月
に
は
恵
帝
の
皇
子
の
淮
陽
王
劉
強
や
恒
山

王
劉
義
も
就
国
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
呂
国
は
こ
の
と
き
呂
台
の
子
呂
嘉
を
王
と
し
て
い
た
が
、『
史
記
』
呂
太
后

本
紀
に
呂
王
呂
産
や
趙
王
呂
禄
が
高
后
末
年
に
長
安
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
見
え
る
か
ら
、
呂
嘉
も
就
国
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が

高
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
高
后
四
年
四
月
に
お
け
る
淮
陽
・
恒
山
・
呂
三
国
の
政
治
・
軍
事
は
丞
相
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、

こ
の
三
国
に
お
い
て
は
丞
相
が
よ
り
一
層
、
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
言
え
る
。

　
次
に
衛
尉
は
軍
を
率
い
て
、
長
安
城
内
外
の
各
宮
城
お
よ
び
宮
内
の
殿
門
を
守
備
す
る
こ
と
を
職
掌
と
し
て
い
た（

（（
（

。
つ
ま
り
都
長
安
に

お
い
て
軍
事
力
を
掌
握
す
る
職
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
郡
守
は
、
管
轄
の
郡
の
兵
権
を
掌
握
し
て
い
た
。
郡
に
は
軍
事
を
掌
る
職
と
し
て
都
尉
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
鎌
田
重
雄
氏
は
、

都
尉
は
軍
事
を
掌
る
が
太
守
を
補
佐
す
る
官
に
す
ぎ
ず
、
郡
の
兵
権
は
郡
守
の
も
と
に
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る（

（（
（

。

　
以
上
の
よ
う
に
、
諸
侯
王
国
の
丞
相
と
衛
尉
・
郡
守
は
軍
事
的
に
重
要
な
職
で
あ
っ
た
。
続
い
て
、
彼
ら
の
管
轄
す
る
地
域
か
ら
検
討

し
た
い
。

　
図
二
は
高
后
四
年
四
月
に
封
建
さ
れ
た
諸
侯
王
国
の
丞
相
と
郡
守
が
管
轄
す
る
地
域
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
明
ら
か
な
よ
う
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図 2　高后 4年郡国地図
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に
、
こ
の
と
き
封
建
さ
れ
た
諸
侯
王
国
の
丞
相
は
、
漢
郡
に
接
す
る
、
も
し
く
は
諸
侯
王
国
を
分
断
す
る
地
を
管
轄
し
て
い
た
。
さ
ら
に

周
信
が
郡
守
を
務
め
て
い
た
河
南
郡
は
、
大
櫛
敦
弘
氏
に
よ
れ
ば
、
前
漢
時
代
に
は
東
方
か
ら
関
中
へ
の
軍
事
的
侵
攻
を
防
ぐ
た
め
の
要

衝
で
あ
っ
た（

（（
（

。
ま
た
、
衛
無
択
が
任
じ
ら
れ
て
い
た
衛
尉
は
都
長
安
に
お
い
て
軍
事
を
掌
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
呂
后
は
、
高
后
四
年

四
月
に
都
長
安
や
要
地
の
兵
権
を
掌
握
す
る
人
物
を
列
侯
に
封
建
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
な
ぜ
、
高
后
四
年
四
月
に
呂
后
は
こ
の
よ
う
な
措
置
を
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
措
置
は
、
翌
月
に
行
わ
れ
た
少
帝
恭

の
廃
位
と
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
史
記
』
呂
太
后
本
紀
に
は
少
帝
恭
廃
位
の
経
緯
が
述
べ
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

呂
后
は
高
后
四
年
五
月
、
群
臣
の
同
意
を
得
た
う
え
で
少
帝
恭
を
廃
し
て
殺
害
し
、
恒
山
王
劉
義
（
少
帝
弘
）
を
皇
帝
と
し
、
さ
ら
に
高

祖
功
臣
の
中
心
的
な
人
物
で
あ
る
周
勃
を
太
尉
に
任
じ
て
い
る（

（（
（

。

　
群
臣
の
同
意
を
事
前
に
得
て
い
る
こ
と
か
ら
、
呂
后
が
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
廃
帝
を
実
行
に
移
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
も
そ
も
高

祖
は
皇
太
子
劉
盈
（
恵
帝
）
の
廃
位
を
企
図
し
た
が
、
功
臣
の
激
し
い
反
対
を
受
け
て
断
念
し
た
。
ま
た
先
述
の
よ
う
に
呂
氏
一
族
を
諸

侯
王
・
列
侯
に
封
建
し
た
際
、
呂
后
は
高
祖
功
臣
の
同
意
を
得
る
こ
と
に
苦
心
し
て
い
た
。
加
え
て
、
呂
后
の
死
後
、
斉
王
劉
襄
が
挙
兵

し
た
際
に
他
の
諸
侯
王
に
送
っ
た
書
状
に
は
、

孝
惠
崩
じ
、
高
后
事
を
用
ふ
る
も
、
春
秋
高
し
、
諸
呂
に
聽
き
、
擅
に
帝
を
廢
し
て
更
め
て
立
つ
、
又
た
比
り
に
三
趙
王
を
殺
し
、

梁
・
趙
・
燕
を
滅
ぼ
し
て
以
て
諸
呂
を
王
と
し
、
齊
を
分
け
て
四
と
爲
す
。
忠
臣
進
み
て
諫
む
る
も
、
上
惑
亂
し
て
聽
か
ず（

（（
（

。

と
あ
り
、
呂
氏
政
権
が
少
帝
恭
を
廃
し
た
こ
と
を
非
難
し
て
い
る
。
さ
ら
に
高
后
六
年
四
月
に
行
わ
れ
た
斉
王
劉
襄
の
弟
劉
興
居
の
東
牟

侯
封
建
も
ま
た
、
少
帝
恭
廃
位
に
よ
っ
て
高
ま
っ
た
斉
王
一
族
の
不
満
を
取
り
除
く
た
め
に
行
わ
れ
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ん

と
な
れ
ば
、
当
時
の
諸
侯
王
に
は
高
祖
の
子
や
孫
が
お
り
、
彼
ら
は
帝
位
継
承
を
主
張
し
え
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
少
帝
恭

廃
位
を
穏
便
に
終
え
る
た
め
に
は
、
群
臣
の
同
意
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
諸
侯
王
の
反
発
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。
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右
の
よ
う
な
少
帝
恭
廃
位
に
お
け
る
呂
后
の
置
か
れ
た
政
治
状
況
か
ら
、
高
后
四
年
四
月
の
列
侯
封
建
は
少
帝
恭
廃
位
の
た
め
の
布
石

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
呂
后
は
皇
帝
廃
位
と
い
う
難
局
を
乗
り
切
る
た
め
、
そ
し
て
不
測
の
事
態
に
対
処
す
る
た
め
に
、

都
長
安
や
要
地
の
兵
権
を
掌
握
す
る
人
物
を
列
侯
に
封
建
し
て
、
彼
ら
の
支
持
を
獲
得
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
醴
陵
侯
某
越
が
丞
相
の
任
に
あ
っ
た
長
沙
国
は
呉
氏
の
治
め
る
異
姓
諸
侯
王
国
で
あ
り
、
長
沙
王
呉
右
は
帝
位
の
継
承
権
を

有
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
当
時
、
長
沙
国
は
唯
一
の
異
姓
諸
侯
王
国
で
あ
り
、
呂
后
は
長
沙
国
が
他
の
諸
侯
王
国
に
呼
応
し
て
離
反
す
る

こ
と
を
恐
れ
、
長
沙
国
の
兵
権
を
持
つ
某
越
を
列
侯
に
封
建
し
た
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。

　
そ
れ
で
は
高
后
四
年
四
月
の
封
建
に
お
い
て
呂
氏
一
族
の
封
建
は
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

多
く
の
列
侯
と
と
も
に
呂
氏
一
族
を
封
建
す
る
こ
と
で
、
呂
氏
一
族
の
占
め
る
割
合
を
減
ら
し
、
高
祖
功
臣
の
反
発
を
緩
和
す
る
意
図
が

あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
呂
氏
一
族
の
封
建
も
少
帝
恭
廃
位
の
布
石
で
あ
っ
た
と
解
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
す
な
わ
ち
、
高
后
元
年
四
月
以
来
、
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
呂
氏
一
族
の
列
侯
封
建
を
実
行
す
る
こ
と
で
、
呂
氏
政
権
の
権
勢
を
誇

示
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
少
帝
恭
の
廃
位
に
対
す
る
群
臣
の
同
意
を
よ
り
容
易
に
引
き
出
す
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
、
高
后
四
年
四
月
に
行
わ
れ
た
呂
氏
一
族
を
含
む
列
侯
の
封
建
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
右
の
考
察
よ
り
、
高
后
四
年
四
月
の
列
侯

封
建
は
翌
月
に
行
わ
れ
た
少
帝
恭
の
廃
位
を
円
滑
に
実
現
し
う
る
政
治
状
況
を
形
成
す
る
た
め
に
、
周
到
な
配
慮
の
も
と
に
行
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
四
）
高
后
八
年
の
封
建

　
本
節
で
は
高
后
八
年
に
行
わ
れ
た
列
侯
の
封
建
を
検
討
し
た
い
。
同
年
に
は
四
月
と
五
月
に
列
侯
が
封
建
さ
れ
た
。
四
月
の
封
建
に
つ

い
て
は
『
史
記
』
呂
太
后
本
紀
高
后
八
年
条
に
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高
后
外
孫
魯
元
王
偃
年
少
く
、
蚤
く
に
父
母
を
失
ひ
、
孤
弱
な
る
が
爲
に
、
迺
ち
張
敖
の
前
姬
の
兩
子
を
封
じ
、
侈
を
新
都
侯
と
爲

し
、
壽
を
樂
昌
侯
と
爲
し
て
、
以
て
魯
元
王
偃
を
輔
け
し
む
。
及
び
中
大
謁
者
張
釋
を
封
じ
て
建
陵
侯
と
爲
し
、
呂
榮
を
祝
茲
侯
と

爲
す
。
諸
々
の
中
宦
者
の
令
丞
は
皆
關
內
侯
と
爲
し
、
邑
五
百
戶
を
食
ま
し
む（

（（
（

。

と
見
え
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
高
后
八
年
四
月
に
は
信
都
侯
張
侈（

（（
（

・
楽
昌
侯
張
受
・
祝
茲
侯
呂
栄
・
建
陵
侯
張
釈
が
封
建

さ
れ
た
。
右
の
四
人
の
う
ち
、
呂
栄
は
呂
氏
一
族
で
あ
る
。
ま
た
同
年
五
月
に
は
呂
台
の
子
呂
荘
が
東
平
侯
に
封
建
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
張
侈
・
張
受
・
張
釈
も
呂
氏
集
団
に
近
い
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
右
の
『
史
記
』
呂
太
后
本
紀
高
后
八
年
条
に
よ
れ

ば
、
張
侈
・
張
受
は
呂
后
の
外
孫
魯
王
張
偃
の
異
母
兄
で
あ
り
、
呂
后
は
張
偃
が
幼
く
、
す
で
に
父
母
が
没
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
張

侈
・
張
受
を
列
侯
に
封
建
し
て
張
偃
の
補
佐
と
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
二
名
に
つ
い
て
、『
史
記
』
巻
八
九
張
耳
列
伝
・『
漢
書
』
巻
三
二

張
耳
伝
は
高
后
八
年
に
呂
氏
が
誅
さ
れ
た
際
、
大
臣
に
よ
っ
て
廃
さ
れ
た
と
述
べ
る
。
一
方
、『
史
記
』
恵
景
間
侯
者
年
表
は
文
帝
元
年

（
前
一
七
九
）
に
免
侯
と
な
っ
た
と
し
、『
漢
書
』
高
恵
高
后
文
功
臣
表
は
張
侈
に
つ
い
て
、「
孝
文
元
年
、
正
に
非
ざ
る
を
以
て
免
ぜ
ら

る
（
（（
（

。」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
張
侈
・
張
受
は
呂
氏
誅
殺
の
後
、
大
臣
も
し
く
は
文
帝
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
封
建
に
正
当
な
理
由
が
存

在
し
な
い
と
し
て
免
侯
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
彼
ら
が
誅
殺
さ
れ
た
と
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
張
侈
・
張
受
は
呂

后
の
外
孫
張
偃
の
異
母
兄
と
い
う
呂
氏
集
団
に
比
較
的
近
い
位
置
に
い
た
た
め
に
列
侯
に
封
建
さ
れ
た
が
、
呂
氏
集
団
に
属
し
て
は
い
な

か
っ
た
と
言
え
る
。

　
建
陵
侯
張
釈
は
、『
史
記
』
恵
景
間
侯
者
年
表
に
「
大
謁
者
を
以
て
侯
と
せ
ら
る
、
宦
者
な
り
、
奇
計
多
し（

（（
（

。」
と
あ
る
よ
う
に
宦
官
で

あ
る
。
宦
官
は
後
宮
に
仕
え
る
者
で
あ
る
か
ら
、
張
釈
は
呂
后
と
近
い
位
置
に
い
た
と
言
え
る
。
実
際
に
『
史
記
』
巻
五
一
荊
燕
世
家
に

は
、
高
后
七
年
の
琅
邪
王
劉
沢
封
建
の
際
、
張
釈
が
呂
后
に
働
き
掛
け
て
劉
沢
の
封
建
を
実
現
さ
せ
た
こ
と
が
見
え
る
。
た
だ
し
『
史

記
』
恵
景
間
侯
者
年
表
や
『
漢
書
』
外
戚
恩
沢
侯
表
は
、
高
后
八
年
九
月
に
免
侯
と
な
っ
た
こ
と
を
記
す
の
み
で
、
呂
氏
と
と
も
に
誅
さ
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れ
た
と
は
し
な
い
。
よ
っ
て
、
張
釈
も
呂
氏
集
団
に
属
し
た
人
物
と
は
言
え
な
い
。

　
ま
た
『
史
記
』
呂
太
后
本
紀
高
后
八
年
条
に
よ
る
と
、
高
后
八
年
四
月
の
四
名
の
列
侯
の
封
建
と
同
時
に
、
宦
官
に
対
す
る
爵
関
内
侯

と
食
邑
五
百
戸
の
賜
与
が
行
わ
れ
た
。
張
釈
も
宦
官
で
あ
る
か
ら
、
呂
后
は
高
后
八
年
四
月
に
複
数
の
宦
官
に
対
し
て
賜
爵
を
行
っ
た
こ

と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
高
后
八
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
呂
后
は
、
五
名
の
列
侯
を
封
建
し
、
宦
官
に
対
し
て
爵
関
内
侯
を
賜
与
し
て
、
呂
氏

一
族
や
呂
氏
集
団
に
近
い
人
物
に
対
し
て
恩
恵
を
与
え
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
呂
后
が
掖
傷
を
負
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
呂
氏
政
権
の
基

盤
強
化
を
図
る
意
図
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　『
史
記
』
呂
太
后
本
紀
は
、
呂
后
は
高
后
八
年
三
月
に
病
み
、
七
月
に
至
っ
て
重
病
と
な
り
没
し
た
と
す
る
。
一
方
、『
漢
書
』
巻
二
七

中
之
上
五
行
志
中
之
上
に
は
、

高
后
八
年
三
月
、
霸
上
に
祓
ひ
、
還
り
枳
道
を
過
ぐ
る
に
、
物
の
倉
狗
の
如
き
を
見
る
、
高
后
の
掖
に

し
、
忽
ち
に
し
て
見
え
ず
。

之
を
卜
ふ
に
、
趙
王
如
意
の
祟
り
爲
り
。
遂
に
掖
傷
を
病
み
て
崩
ず（

（（
（

。

と
見
え
、
呂
后
は
高
后
八
年
三
月
に
負
っ
た
掖
傷
が
原
因
と
な
っ
て
没
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
呂
后
の
負
っ
た
掖
傷
が
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
経
過
を
辿
っ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
少
な
く
と
も
高
后
八
年
四
月
と
五
月
の
列
侯
封
建
は
、
呂
后
が
自
ら
の
病
状
を
考
慮
し
て
、

呂
氏
政
権
の
基
盤
強
化
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
で
高
后
四
年
四
月
以
降
、
高
后
八
年
四
月
以
前
に
も
呂
氏
一
族
の
諸
侯
王
や
列
侯
へ
の
封
建
が
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
た
。
ま

ず
高
后
六
年
四
月
に
は
呂
台
の
子
呂
通
が
腄
侯
に
封
建
さ
れ
た
。
ま
た
高
后
七
年
六
月
に
趙
王
劉
恢
が
呂
氏
一
族
に
不
満
を
抱
い
て
自
殺

す
る
と
、
呂
后
は
劉
恢
の
子
の
王
位
継
承
を
認
め
ず
、
同
年
秋
に
武
信
侯
呂
禄
を
趙
王
に
封
建
し
た（

（（
（

。
そ
し
て
腄
侯
呂
通
は
、
高
后
七
年

九
月
に
燕
王
劉
建
が
没
し
、
そ
の
子
が
呂
后
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
る
と
、
燕
王
に
封
建
さ
れ
た
。
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こ
の
こ
と
か
ら
、
高
后
八
年
四
月
と
五
月
の
列
侯
封
建
は
、
高
后
期
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
呂
氏
政
権
の
権
力
拡
大
の
方
策
の
一
つ
で
あ

っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
特
に
こ
の
時
期
に
呂
氏
集
団
の
周
辺
に
位
置
す
る
人
物
を
含
め
て
列
侯
・
関
内
侯
の
爵
位
賜
与
が
行
わ
れ
た
こ

と
に
は
、
呂
后
が
掖
傷
を
負
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
呂
氏
政
権
の
基
盤
を
固
め
、
政
権
の
動
揺
を
抑
え
る
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
本
章
に
お
い
て
述
べ
て
き
た
呂
氏
集
団
構
成
者
の
諸
侯
王
・
列
侯
へ
の
封
建
の
過
程
を
見
る
と
、
当
初
に
は
高
祖
功
臣
や
諸
侯

王
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
後
に
は
そ
う
し
た
配
慮
は
な
さ
れ
ず
、
呂
氏
政
権
の
権
力
基
盤
の
強
化
の
み
を
目
的
と
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
高
后
元
年
四
月
に
は
高
祖
功
臣
へ
の
周
到
な
配
慮
の
も
と
、
呂
氏
一
族
を
諸
侯
王
・
列
侯

に
封
建
し
、
さ
ら
に
翌
年
に
も
諸
侯
王
の
一
族
を
列
侯
に
封
建
し
、
高
祖
系
列
侯
位
次
を
制
定
す
る
な
ど
し
て
、
諸
侯
王
・
列
侯
の
懐
柔

を
図
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
そ
れ
以
降
は
そ
う
し
た
配
慮
が
見
ら
れ
な
く
な
る
。
高
后
四
年
四
月
に
は
高
祖
功
臣
も
列
侯
に
封
建
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
高
祖

功
臣
の
尊
重
を
示
し
て
彼
ら
を
懐
柔
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
少
帝
恭
の
廃
位
を
実
現
す
る
た
め
、
要
地
の
兵
権
を
掌
握
す

る
人
物
の
支
持
を
獲
得
す
る
と
い
う
、
よ
り
積
極
的
・
戦
略
的
な
措
置
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
高
后
元
年
四
月
の
高
祖
功
臣
の
列
侯
封
建

と
は
異
な
る
。

　
そ
の
後
も
高
后
六
年
四
月
の
東
牟
侯
劉
興
居
の
封
建
を
除
け
ば
、
呂
氏
一
族
や
呂
氏
集
団
に
近
い
人
物
の
み
を
封
建
し
て
お
り
、
高
后

元
年
や
高
后
二
年
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
高
祖
功
臣
や
諸
侯
王
の
動
向
を
顧
慮
し
た
動
き
は
見
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
少
な
く
と
も
高
后
二
年

の
後
に
は
、
高
祖
功
臣
や
諸
侯
王
へ
の
配
慮
は
極
め
て
乏
し
く
、
呂
氏
政
権
の
権
力
拡
大
と
基
盤
強
化
に
一
層
、
注
力
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
政
策
の
変
化
は
、
高
后
初
期
に
呂
氏
政
権
が
呂
氏
集
団
構
成
者
の
諸
侯
王
・
列
侯
へ
の
封
建
を
実
現
し
、
高
祖
功
臣
や
諸
侯

王
を
懐
柔
す
る
た
め
の
措
置
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
政
局
の
安
定
化
と
呂
氏
政
権
の
権
力
拡
大
に
一
定
程
度
、
成
功
し
た
こ
と
を
背

景
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
呂
氏
一
族
の
諸
侯
王
・
列
侯
へ
の
封
建
だ
け
で
な
く
、
少
帝
恭
の
廃
位
や
劉
氏
諸
侯
王
の
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排
除
と
い
っ
た
政
局
の
不
安
定
化
を
招
き
う
る
政
策
も
実
行
し
え
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
政
策
は
高
祖
功
臣
・
諸
侯
王
の
不
満
を
増
大
さ
せ
た
。
こ
の
不
満
は
呂
后
も
認
識
し
て
お
り
、
高
后
八
年

七
月
、
呂
禄
・
呂
産
に
そ
れ
ぞ
れ
北
軍
・
南
軍
の
指
揮
権
を
与
え
、
さ
ら
に
没
後
に
は
遺
詔
に
よ
っ
て
呂
産
を
相
国
に
任
じ
て
、
呂
禄
の

娘
を
皇
后
と
し（

（（
（

、
呂
氏
政
権
の
基
盤
強
化
を
図
っ
た
。
し
か
し
い
わ
ゆ
る
諸
呂
の
乱
の
結
果
、
呂
氏
政
権
は
打
倒
さ
れ
、
代
王
劉
恒
（
文

帝
）
が
擁
立
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
呂
氏
政
権
打
倒
に
関
与
し
た
の
は
、
呂
后
が
対
応
に
苦
慮
し
た
高
祖
功
臣
や
斉
王
一
族
が
中
心
で
あ
っ

た
。

四
　
お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
高
祖
期
に
続
く
恵
帝
期
・
高
后
期
に
行
わ
れ
た
列
侯
封
建
の
政
治
的
背
景
を
検
討
し
た
。
本
稿
に
お
け
る
検
討
の
結
果
を

簡
単
に
ま
と
め
た
い
。

①
恵
帝
即
位
直
後
の
高
祖
一
二
年
六
月
に
な
さ
れ
た
六
名
の
高
祖
功
臣
の
列
侯
へ
の
封
建
は
、
先
行
研
究
で
は
高
祖
に
よ
っ
て
な
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
実
際
に
は
恵
帝
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
恵
帝
は
帝
位
継
承
直
後
に
政
局
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、
高

祖
功
臣
を
列
侯
に
封
建
す
る
こ
と
で
高
祖
功
臣
の
支
持
獲
得
を
図
っ
た
。

②
恵
帝
期
に
行
わ
れ
た
他
の
三
名
の
列
侯
の
封
建
は
、
長
沙
国
と
斉
国
を
対
象
と
し
た
対
諸
侯
王
政
策
と
し
て
行
わ
れ
た
。

③
高
后
期
に
は
、
呂
氏
政
権
に
よ
っ
て
権
力
基
盤
の
確
立
・
強
化
の
た
め
の
方
策
と
し
て
列
侯
の
封
建
が
用
い
ら
れ
、
呂
氏
集
団
の

封
建
が
多
く
行
わ
れ
た
。

④
高
后
元
年
お
よ
び
高
后
二
年
に
は
、
呂
氏
集
団
の
諸
侯
王
・
列
侯
へ
の
封
建
に
前
後
し
て
高
祖
功
臣
や
諸
侯
王
の
懐
柔
を
目
的
と
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し
た
諸
政
策
が
実
行
さ
れ
た
。
し
か
し
高
后
四
年
以
降
の
列
侯
封
建
を
見
る
と
、
呂
氏
政
権
の
権
力
基
盤
強
化
の
色
合
い
が
強
く

な
り
、
反
対
に
高
祖
功
臣
や
諸
侯
王
に
対
す
る
配
慮
は
減
少
す
る
。
こ
の
変
化
は
、
呂
氏
集
団
の
諸
侯
王
・
列
侯
へ
の
封
建
に
成

功
し
た
こ
と
に
よ
り
、
呂
氏
政
権
の
権
力
基
盤
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
恵
帝
期
・
高
后
期
の
列
侯
封
建
に
は
、
恵
帝
朝
や
呂
氏
政
権
の
抱
え
た
問
題
や
そ
の
権
力
基
盤
の
推
移
、
そ
し
て
そ

れ
ら
へ
の
対
策
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
。

　
先
行
研
究
で
は
恵
帝
期
・
高
后
期
の
列
侯
封
建
を
高
祖
期
の
延
長
、
も
し
く
は
単
に
呂
氏
政
権
の
権
力
強
化
の
一
環
と
見
な
し
、
そ
の

具
体
的
な
政
治
的
背
景
の
考
察
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
確
か
に
当
該
期
は
全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
高
祖
や
蕭
何
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ

た
制
度
・
政
策
を
継
承
し
て
い
る
。
年
若
い
恵
帝
と
外
戚
呂
氏
政
権
が
権
力
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
に
、
高
祖
の
権
威
を
利
用
し
、
ま
た

自
ら
に
親
し
い
人
物
を
重
用
し
た
の
は
事
実
で
あ
り
、
恵
帝
期
・
高
后
期
に
行
わ
れ
た
列
侯
に
関
す
る
政
策
に
も
そ
う
し
た
面
が
見
ら
れ

る
。

　
し
か
し
す
で
に
李
開
元
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
当
該
期
の
政
局
は
皇
帝
や
呂
氏
集
団
・
高
祖
功
臣
・
諸
侯
王
の
各
勢
力
の
均
衡
の
も

と
に
成
り
立
っ
て
お
り（

（（
（

、
恵
帝
や
呂
后
は
均
衡
を
維
持
し
つ
つ
政
治
を
行
っ
た
が
、
恵
帝
元
年
の
諸
侯
王
国
の
相
国
職
の
廃
止
な
ど
、
制

度
改
革
も
な
さ
れ
た
。
高
祖
期
と
の
連
続
性
ば
か
り
を
強
調
し
、
具
体
的
な
政
策
の
背
景
と
な
る
政
治
状
況
の
考
察
を
疎
か
に
す
れ
ば
、

当
該
期
の
政
治
的
・
政
策
的
な
特
徴
を
看
過
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
本
稿
で
は
恵
帝
期
・
高
后
期
の
列
侯
封
建
が
高
祖
期
の
延
長
と
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
時

期
の
み
を
考
察
対
象
と
し
て
お
り
、
高
祖
期
の
列
侯
や
そ
の
封
建
に
対
し
て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
い
な
い
。
ま
た
恵
帝
期
・
高
后
期
に

つ
い
て
も
、
本
稿
の
考
察
は
列
侯
の
封
建
と
そ
れ
に
関
係
す
る
政
策
に
の
み
焦
点
を
当
て
て
お
り
、
他
の
政
策
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な

い
。
呂
氏
政
権
が
打
倒
さ
れ
た
後
に
は
代
王
劉
恒
（
文
帝
）
が
擁
立
さ
れ
、
皇
統
が
恵
帝
系
か
ら
文
帝
系
へ
と
変
化
し
た
。
ゆ
え
に
高
祖
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期
か
ら
高
后
期
に
か
け
て
の
時
代
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
当
該
期
に
対
す
る
理
解
の
み
な
ら
ず
、
文
帝
期
以
降
の
政
治
・
制
度
を
検
討
す

る
う
え
で
も
重
要
で
あ
る
。
右
に
挙
げ
た
点
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

注（
1
）　
薄
井
俊
二
「
恵
帝
の
即
位
─
─
漢
初
政
治
に
お
け
る
外
戚
の
役
割
り
─
─
（
そ
の
一
）」『
埼
玉
大
学
紀
要
　
教
育
学
部
（
人
文
・
社
会
科
学
）』

第
四
一
巻
第
一
号
、
一
九
九
二
年
三
月
、
同
「
恵
帝
の
即
位
─
─
漢
初
政
治
に
お
け
る
外
戚
の
役
割
り
─
─
（
そ
の
二
）」『
埼
玉
大
学
紀
要
　
教
育

学
部
（
人
文
・
社
会
科
学
Ⅰ
）』
第
四
一
巻
第
二
号
、
一
九
九
三
年
八
月
。

（
2
）　
李
開
元
『
漢
帝
国
の
成
立
と
劉
邦
集
団
─
─
軍
功
受
益
階
層
の
研
究
─
─
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
。

（
3
）　
郭
茵
『
呂
太
后
期
の
権
力
構
造
─
─
前
漢
初
期
「
諸
呂
の
乱
」
を
手
が
か
り
に
─
─
』
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
三
月
。

（
4
）　
拙
稿
「
列
侯
と
関
内
侯
─
─
漢
初
に
お
け
る
列
侯
封
建
の
政
治
的
意
義
を
め
ぐ
っ
て
─
─
」
東
洋
文
庫
中
国
古
代
地
域
史
研
究
編
『
張
家
山
漢
簡

『
二
年
律
令
』
の
研
究
』
東
洋
文
庫
、
二
〇
一
四
年
三
月
、
拙
稿
「
高
祖
系
列
侯
位
次
の
政
治
的
意
義
─
─
位
次
の
制
定
と
改
定
を
中
心
に
─
─
」

『
史
学
雑
誌
』
第
一
二
三
編
第
七
号
、
二
〇
一
四
年
七
月
。

（
5
）　
前
掲
注
一
薄
井
「
恵
帝
の
即
位
─
─
漢
初
政
治
に
お
け
る
外
戚
の
役
割
り
─
─
（
そ
の
二
）」。

（
6
）　
楯
身
智
志
『
漢
代
二
十
等
爵
制
の
研
究
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
四
年
二
月
）
第
三
章
「
功
臣
層
の
特
権
的
地
位
と
そ
の
消
滅
─
─
漢

初
高
祖
功
臣
位
次
考
─
─
」（
初
出
「
漢
初
高
祖
功
臣
位
次
考
─
─
前
漢
前
半
期
に
お
け
る
宗
廟
制
度
の
展
開
と
高
祖
功
臣
列
侯
の
推
移
─
─
」『
東

洋
学
報
』
第
九
〇
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）。

（
7
）　
前
掲
注
四
拙
稿
「
列
侯
と
関
内
侯
─
─
漢
初
に
お
け
る
列
侯
封
建
の
政
治
的
意
義
を
め
ぐ
っ
て
─
─
」。

（
8
）　『
漢
書
』
巻
一
下
高
帝
紀
下
高
祖
一
二
年
三
月
条
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三
月
、
詔
曰
、「
吾
立
爲
天
子
、
帝
有
天
下
、
十
二
年
于
今
矣
。
與
天
下
之
豪
士
賢
大
夫
共
定
天
下
、
同
安
輯
之
。
其
有
功
者
上
致
之
王
、
次

爲
列
侯
、
下
乃
食
邑
。
而
重
臣
之
親
、
或
爲
列
侯
、
皆
令
自
置
吏
、
得
賦
斂
、
女
子
公
主
。
爲
列
侯
食
邑
者
、
皆
佩
之
印
、
賜
大
第
室
。
吏

二
千
石
、
徙
之
長
安
、
受
小
第
室
。
入
蜀
漢
定
三
秦
者
、
皆
世
世
復
。
吾
於
天
下
賢
士
功
臣

4

4

4

4

4

4

4

4

、
可
謂
亡
負
矣

4

4

4

4

4

。
其
有
不
義
背
天
子
擅
起
兵
者
、

與
天
下
共
伐
誅
之
。
布
告
天
下
、
使
明
知
朕
意
。」
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（
傍
点
筆
者
、
引
用
部
分
を
示
す
。）

（
9
）　『
史
記
』
巻
一
八
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
は
序
文
に
お
い
て
高
祖
が
功
臣
を
封
建
し
た
こ
と
を
述
べ
、
紀
信
侯
陳
倉
・
甘
泉
侯
王
竟
・
煮
棗
侯
革

赤
・
張
侯
毛
沢
・
傿
陵
侯
朱
濞
・
鹵
侯
張
平
は
同
表
の
末
尾
に
置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
『
漢
書
』
巻
一
六
高
恵
高
后
文
功
臣
表
は
鹵
侯
張
平
条
の
後

に
「
右
高
祖
百
四
十
七
人
。
周
呂
・
建
成
二
人
在
外
戚
、
羹
頡
・
合
陽
・
沛
・
德
四
人
在
王
子
、
凡
百
五
十
三
人
。」
と
記
し
て
い
る
。

（
10
）　
梁
玉
縄
撰
『
史
記
志
疑
』
巻
一
一
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
「
案
、
紀
信
已
下
六
侯
惟
鄢
陵
無
月
、
餘
皆
書
六
月
。
攷
高
祖
以
四
月
甲
辰
崩
、
則
此
六

侯
者
豈
孝
惠
封
之
歟
。
抑
誤
書
『
六
月
』
也
。」（
梁
玉
縄
撰
『
史
記
志
疑
』
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
四
月
）

（
11
）　
高
祖
期
か
ら
高
后
二
年
に
封
建
さ
れ
た
列
侯
の
『
史
記
』・『
漢
書
』
の
列
侯
表
に
お
け
る
配
列
に
つ
い
て
は
前
掲
注
四
拙
稿
「
高
祖
系
列
侯
位
次

の
政
治
的
意
義
─
─
位
次
の
制
定
と
改
定
を
中
心
に
─
─
」
に
お
い
て
言
及
し
た
。

（
12
）　『
史
記
』
巻
一
八
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
紀
信
侯
陳
倉
条
「
以
中
涓
從
起
豐
、
以
騎
將
入
漢
、
以
將
軍
擊
籍
、
後
攻
盧
綰
、
侯
、
七
百
戶
。」
同
甘
泉

侯
王
竟
条 

「
以
車
司
馬
漢
王
元
年
初
從
起
高
陵
、
屬
劉
賈
、
以
都
尉
從
軍
、
侯
。」
同
煮
棗
侯
革
赤
条
「
以
越
連
敖
從
起
豐
、
別
以
郞
將
入
漢
、
擊

諸
侯
、
以
都
尉
侯
、
九
百
戶
。」
同
張
侯
毛
沢
条
「
以
中
涓
騎
從
起
豐
、
以
郞
將
入
漢
、
從
擊
諸
侯
、
七
百
戶
。」
同
傿
陵
侯
朱
濞
条
「
以
卒
從
起
豐
、

入
漢
、
以
都
尉
擊
籍
・
荼
、
侯
、
七
百
戶
。」
同
鹵
侯
張
平
条
「
以
中
涓
前
元
年
從
起
單
父
、
不
入
關
、
以
擊
籍
・
布
・
燕
王
綰
、
得
南
陽
、
侯
、

二
千
七
百
戶
。」

（
13
）　『
漢
書
』
巻
二
恵
帝
紀
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五
月
丙
寅
、
太
子
卽
皇
帝
位
、
尊
皇
后
曰
皇
太
后
。
賜
民
爵
一
級
。
中
郞
・
郞
中
滿
六
歲
爵
三
級
、
四
歲
二
級
。
外
郞
滿
六
歲
二
級
。
中
郞

不
滿
一
歲
一
級
。
外
郞
不
滿
二
歲
賜
錢
萬
。
宦
官
尚
食
比
郞
中
。
謁
者
・
執
楯
・
執
戟
・
武
士
・
騶
比
外
郞
。
太
子
御
驂
乘
賜
爵
五
大
夫
、

舍
人
滿
五
歲
二
級
。
賜
給
喪
事
者
、
二
千
石
錢
二
萬
、
六
百
石
以
上
萬
、
五
百
石
・
二
百
石
以
下
至
佐
史
五
千
。
視
作
斥
上
者
、
將
軍
四
十

金
、
二
千
石
二
十
金
、
六
百
石
以
上
六
金
、
五
百
石
以
下
至
佐
史
二
金
。
減
田
租
、
復
十
五
稅
一
。
爵
五
大
夫
・
吏
六
百
石
以
上
及
宦
皇
帝

而
知
名
者
有
罪
當
盜
械
者
、
皆
頌
繫
。
上
造
以
上
及
內
外
公
孫
耳
孫
有
罪
當
刑
及
當
爲
城
旦
舂
者
、
皆
耐
爲
鬼
薪
白
粲
。
民
年
七
十
以
上
若

不
滿
十
歲
有
罪
當
刑
者
、
皆
完
之
。
又
曰
、「
吏
所
以
治
民
也
、
能
盡
其
治
則
民
賴
之
、
故
重
其
祿
、
所
以
爲
民
也
。
今
吏
六
百
石
以
上
父
母

妻
子
與
同
居
、
及
故
吏
嘗
佩
將
軍
都
尉
印
將
兵
及
佩
二
千
石
官
印
者
、
家
唯
給
軍
賦
、
他
無
有
所
與
。」

（
14
）　『
漢
書
』
巻
二
恵
帝
紀
「
令
郡
諸
侯
王
立
高
廟
。」

（
15
）　
白
馬
の
盟
に
つ
い
て
は
前
掲
注
二
李
書
第
六
章
「
漢
初
軍
功
受
益
階
層
と
漢
代
政
治
」（
該
当
部
分
の
初
出
は
「
秦
末
漢
初
の
盟
誓
」『
東
方
学
』
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第
九
六
輯
、
一
九
九
八
年
七
月
）
や
前
掲
注
六
楯
身
書
第
四
章
「
功
臣
層
形
成
の
背
景
─
─
郡
国
制
の
形
成
と
展
開
を
手
が
か
り
に
─
─
」（
初
出

「
漢
初
に
お
け
る
郡
国
制
の
形
成
と
展
開
─
─
諸
侯
王
の
性
質
変
化
を
め
ぐ
っ
て
─
─
」『
古
代
文
化
』
第
六
二
巻
第
一
号
、
二
〇
一
〇
年
六
月
）
の

ほ
か
、
栗
原
朋
信
「『
封
爵
の
誓
』
に
つ
い
て
の
小
研
究
」（『
秦
漢
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
〇
年
五
月
（
初
出
「
封
爵
之
誓
に
つ
い
て
」

『
社
会
経
済
史
学
』
第
一
七
巻
第
六
号
、
一
九
五
一
年
一
二
月
））
な
ど
を
参
照
。

（
16
）　『
史
記
』
巻
五
五
留
侯
世
家
に
は
、
高
祖
六
年
に
功
臣
た
ち
が
封
侯
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
功
臣
た
ち
が

列
侯
に
封
建
さ
れ
る
こ
と
を
渇
望
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
列
侯
へ
の
封
建
が
渇
望
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
皇
帝
の
み
に
列
侯
封
建

の
権
限
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
皇
帝
へ
の
忠
誠
心
を
か
き
立
て
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

（
17
）　
高
祖
期
に
は
異
姓
諸
侯
王
の
反
乱
や
匈
奴
の
侵
攻
が
相
次
い
だ
が
、
そ
れ
ら
の
平
定
の
主
力
と
な
っ
た
の
は
高
祖
功
臣
で
あ
っ
た
。
ま
た
李
開
元

氏
は
、
高
祖
期
に
は
同
姓
諸
侯
王
が
幼
く
、
自
ら
王
国
を
統
治
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
高
祖
は
功
臣
を
諸
侯
王
国
の
相
国
に
任
じ
て
輔

佐
と
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
前
掲
注
二
李
書
第
三
章
「
秦
末
漢
初
の
王
国
」（
初
出
「
秦
末
漢
初
的
王
国
及
其
王
者
」『
燕
京
学
報
』
新
五
期
、
一

九
九
八
年
一
一
月
））。

（
18
）　『
史
記
』
巻
八
高
祖
本
紀
高
祖
一
二
年
四
月
条
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四
月
甲
辰
、
高
祖
崩
長
樂
宮
。
四
日
不
發
喪
。
呂
后
與
審
食
其
謀
曰
、「
諸
將
與
帝
爲
編
戶
民
、
今
北
面
爲
臣
、
此
常
怏
怏
、
今
乃
事
少
主
、

非
盡
族
是
、
天
下
不
安
。」
人
或
聞
之
、
語
酈
將
軍
。
酈
將
軍
往
見
審
食
其
、
曰
、「
吾
聞
帝
已
崩
、
四
日
不
發
喪
、
欲
誅
諸
將
。
誠
如
此
、

天
下
危
矣
。
陳
平
・
灌
嬰
將
十
萬
守
滎
陽
、
樊
噲
・
周
勃
將
二
十
萬
定
燕
・
代
、
此
聞
帝
崩
、
諸
將
皆
誅
、
必
連
兵
還
鄉
以
攻
關
中
。
大
臣

內
叛
、
諸
侯
外
反
、
亡
可
翹
足
而
待
也
。」
審
食
其
入
言
之
、
乃
以
丁
未
發
喪
、
大
赦
天
下
。

（
19
）　
審
食
其
は
『
史
記
』
巻
一
八
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
辟
陽
侯
審
食
其
条
に
「
以
舍
人
初
起
、
侍
呂
后
・
孝
惠
沛
三
歲
十
月
、
呂
后
入
楚
、
食
其
從
一

歲
、
侯
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
楚
漢
戦
争
期
に
呂
后
の
側
近
く
に
仕
え
、
高
后
年
間
に
は
左
丞
相
に
任
じ
ら
れ
る
な
ど
、
呂
后
の
信
頼
の
厚
い
人
物

で
あ
っ
た
。

（
20
）　『
史
記
』
巻
八
高
祖
本
紀
高
祖
一
二
年
四
月
条
（
原
文
は
前
掲
注
一
八
を
参
照
）。

（
21
）　
高
祖
が
皇
太
子
劉
盈
を
廃
そ
う
と
し
、
功
臣
の
激
し
い
反
対
に
あ
っ
て
断
念
し
た
こ
と
は
、『
史
記
』
巻
五
五
留
侯
世
家
・
巻
九
六
張
丞
相
列
伝

な
ど
に
見
え
る
。

（
22
）　
呂
后
が
趙
王
劉
如
意
を
殺
害
し
、
斉
王
劉
肥
の
暗
殺
を
謀
っ
た
こ
と
は
『
史
記
』
巻
九
呂
太
后
本
紀
な
ど
に
見
え
る
。
ま
た
、
劉
肥
は
暗
殺
か
ら
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逃
れ
る
た
め
に
、
城
陽
郡
を
呂
后
の
娘
魯
元
公
主
の
湯
沐
邑
と
し
て
献
上
し
、
魯
元
公
主
を
斉
の
王
太
后
と
し
た
。
そ
の
後
、
呂
后
に
よ
っ
て
斉
国

の
封
地
は
削
ら
れ
、
高
后
元
年
一
〇
月
に
は
済
南
郡
が
呂
王
呂
台
の
封
地
と
さ
れ
、
高
后
七
年
二
月
に
は
琅
邪
郡
が
琅
邪
王
劉
沢
の
封
地
と
さ
れ
た
。

（
23
）　『
史
記
』
巻
九
呂
太
后
本
紀
太
史
公
曰

 

　
　
　
　�
孝
惠
皇
帝
・
高
后
之
時
、
黎
民
得
離
戰
國
之
苦
、
君
臣
俱
欲
休
息
乎
無
爲
、
故
惠
帝
垂
拱
、
高
后
女
主
稱
制
、
政
不
出
房
戶
、
天
下
晏
然
。

刑
罰
罕
用
、
罪
人
是
希
。
民
務
稼
穡
、
衣
食
滋
殖
。

（
24
）　『
史
記
』
巻
一
九
恵
景
間
侯
者
年
表
便
侯
呉
浅
条
「
長
沙
王
子
、
侯
、
二
千
戶
。」
同
軑
侯
利
蒼
条
「
長
沙
相
、
侯
、
七
百
戶
。」
同
平
都
侯
劉
到

条
「
以
齊
將
、
高
祖
三
年
降
、
定
齊
、
侯
、
千
戶
。」

（
25
）　
鎌
田
重
雄
『
秦
漢
政
治
制
度
の
研
究
』（
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
六
二
年
一
二
月
）
第
二
篇
「
漢
の
郡
国
制
度
」
第
一
章
「
王
国
の
官
制
」（
初

出
「
前
漢
王
国
の
官
制
」
東
京
教
育
大
学
文
学
部
東
洋
史
学
研
究
室
編
『
東
洋
史
学
論
集
』
第
三
集
、
不
昧
堂
書
店
、
一
九
五
四
年
一
一
月
）。

（
26
）　
吉
開
将
人
「
漢
初
の
封
建
と
長
沙
国
」『
日
本
秦
漢
史
学
会
会
報
』
第
九
号
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
。

（
27
）　『
史
記
』
巻
一
八
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
離
侯
鄧
弱
条
「
失
此
侯
始
所
起
及
所
絶
。」

（
28
）　『
漢
書
』
巻
一
六
高
恵
高
后
文
功
臣
表
離
侯
鄧
弱
条

 

　
　
　
　�

四
月
戊
寅
封
。
楚
漢
春
秋
亦
闕
。
成
帝
時
、
光
祿
大
夫
滑
湛
日
旁
占
驗
曰
、「
鄧
弱
以
長
沙
將
兵
侯

4

4

4

4

4

4

4

4

。」（
傍
点
筆
者
、
引
用
部
分
を
示
す
。）

（
29
）　『
史
記
』
巻
一
八
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
義
陵
侯
呉
程
条
「
以
長
沙
柱
國
侯
、
千
五
百
戶
。」

（
30
）　
前
掲
注
二
六
吉
開
論
文
。

（
31
）　『
史
記
』
巻
一
七
漢
興
以
来
諸
侯
王
年
表
・『
漢
書
』
巻
一
三
異
姓
諸
侯
王
表
に
よ
れ
ば
、
長
沙
王
呉
臣
の
諡
は
成
王
で
あ
る
。

（
32
）　『
史
記
』
巻
一
九
恵
景
間
侯
者
年
表
醴
陵
侯
某
越
条

 

　
　
　
　�

以
卒
從
、
漢
王
二
年
初
起
櫟
陽
、
以
卒
吏
擊
項
籍
、
爲
河
內
都
尉
、
用
長
沙
相
侯
、
六
百
戶
。

（
33
）　『
史
記
』
巻
七
項
羽
本
紀
「
鄱
君
吳
芮
率
百
越
佐
諸
侯
、
又
從
入
關
、
故
立
芮
爲
衡
山
王
、
都
邾
。」

（
34
）　
前
掲
の
『
史
記
』
巻
一
九
恵
景
間
侯
者
年
表
軑
侯
利
蒼
条
に
は
「
長
沙
相
、
侯
、
七
百
戶
。」
と
あ
り
、『
漢
書
』
巻
一
六
高
恵
高
后
文
功
臣
表
軑

侯
利
蒼
条
に
は
「
以
長
沙
相
侯
、
七
百
戶
。」
と
見
え
る
。

（
35
）　『
史
記
』
巻
一
九
恵
景
間
侯
者
年
表
軑
侯
利
蒼
条
・『
漢
書
』
巻
一
六
高
恵
高
后
文
功
臣
表
軑
侯
利
蒼
条
は
と
も
に
利
蒼
の
没
年
を
高
后
二
年
と
す

る
。
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（
36
）　『
史
記
』
巻
一
七
漢
興
以
来
諸
侯
王
年
表
・『
漢
書
』
巻
一
三
異
姓
諸
侯
王
表
は
、
恵
帝
二
年
を
長
沙
哀
王
呉
回
の
元
年
と
す
る
。
よ
っ
て
呉
回
の

父
呉
臣
の
没
年
は
恵
帝
元
年
で
あ
る
。
後
述
の
呉
回
か
ら
呉
右
へ
の
代
替
わ
り
も
同
様
に
理
解
で
き
る
。

（
37
）　『
史
記
』
巻
一
八
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
周
呂
侯
呂
沢
条

 

　
　
　
　�
以
呂
后
兄
初
起
以
客
從
、
入
漢
爲
侯
。
還
定
三
秦
、
將
兵
先
入
碭
。
漢
王
之
解
彭
城
、
往
從
之
、
復
發
兵
佐
高
祖
定
天
下
、
功
侯
。

（
38
）　『
史
記
』
巻
七
項
羽
本
紀
高
祖
二
年
四
月
条
・
巻
八
高
祖
本
紀
高
祖
二
年
条
。

（
39
）　『
史
記
』
巻
一
八
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
建
成
侯
呂
釈
之
条

 

　
　
　
　�

以
呂
后
兄
初
起
以
客
從
、
擊
三
秦
。
漢
王
入
漢
、
而
釋
之
還
豐
沛
、
奉
衞
呂
宣
王
・
太
上
皇
。
天
下
已
平
、
封
釋
之
爲
建
成
侯
。

（
40
）　『
史
記
』
巻
一
八
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
周
呂
侯
呂
沢
条
に
「
九
年
、
子
台
封
酈
侯
元
年
。」
と
あ
り
、『
漢
書
』
巻
一
八
外
戚
恩
沢
侯
表
周
呂
侯
呂

沢
条
に
「
侯
台
嗣
、
高
祖
九
年
更
封
爲
鄜
侯
。」
と
見
え
る
。

（
41
）　
呂
它
は
後
引
の
『
史
記
』
巻
九
呂
太
后
本
紀
高
后
四
年
条
で
は
「
呂
他
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
『
史
記
』
巻
一
九
恵
景
間
侯
者
年
表
鄃
侯

呂
它
条
・『
漢
書
』
巻
一
六
高
恵
高
后
文
功
臣
表
鄃
侯
呂
它
条
は
名
を
「
它
」
に
作
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
名
を
「
它
」
と
し
た
。

　
　
　
ま
た
呂
它
の
封
号
は
、『
史
記
』
呂
太
后
本
紀
高
后
四
年
条
・
恵
景
間
侯
者
年
表
鄃
侯
呂
它
条
・『
漢
書
』
高
恵
高
后
文
功
臣
表
鄃
侯
呂
它
条
で
は

俞
侯
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
景
帝
六
年
（
前
一
五
一
）
に
鄃
侯
に
封
建
さ
れ
た
欒
布
に
つ
い
て
も
、『
史
記
』
恵
景
間
侯
者
年
表
鄃
侯
欒
布
条
・

巻
九
五
酈
商
列
伝
・
巻
一
〇
〇
欒
布
列
伝
・『
漢
書
』
巻
一
七
景
武
昭
宣
元
成
功
臣
表
鄃
侯
欒
布
条
・
巻
一
九
下
百
官
公
卿
表
下
元
狩
六
年
（
前
一

一
七
）
条
は
、
封
号
を
俞
侯
と
す
る
。
一
方
、『
史
記
』
巻
一
一
孝
景
本
紀
景
帝
六
年
春
条
・『
漢
書
』
巻
三
七
欒
布
伝
お
よ
び
『
水
経
注
』
巻
五
河

水
注
は
、
鄃
侯
と
す
る
。

　
　
　
梁
玉
縄
は
呂
它
の
列
侯
国
を
清
河
郡
鄃
県
に
比
定
し
た
う
え
で
、「
史
・
漢
多
省
作
『
俞
』、
其
實
當
作
『
鄃
』
也
。」
と
述
べ
て
い
る
（
梁
玉
縄

撰
『
史
記
志
疑
』
巻
一
二
恵
景
間
侯
者
年
表
）。『
史
記
』
恵
景
間
侯
者
年
表
鄃
侯
呂
它
条
の
集
解
引
如
淳
注
が
「
俞
」
の
音
を
「
輸
」
と
し
、
顔
師

古
が
『
漢
書
』
巻
二
八
上
地
理
志
上
清
河
郡
鄃
県
条
に
注
し
て
「
鄃
」
の
音
を
「
輸
」
と
す
る
な
ど
、「
俞
」・「
鄃
」
両
字
は
同
音
で
あ
る
。
こ
の

点
か
ら
も
梁
玉
縄
の
説
は
妥
当
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
紙
屋
正
和
氏
は
、
梁
玉
縄
の
説
に
加
え
、『
漢
書
』
地
理
志
上
清
河
郡
条
・『
後
漢

書
』
志
二
〇
郡
国
志
二
清
河
国
条
・『
説
文
解
字
』
巻
六
下
が
清
河
郡
鄃
県
の
名
を
い
ず
れ
も
「
鄃
」
に
作
る
こ
と
か
ら
、
呂
它
・
欒
布
の
封
号
は

鄃
侯
で
あ
っ
た
と
解
し
て
い
る
（
紙
屋
「『
漢
書
』
列
侯
表
考
証
（
中
）」『
福
岡
大
学
人
文
論
叢
』
第
一
五
巻
第
三
号
、
一
九
八
三
年
一
二
月
）。
梁

玉
縄
お
よ
び
紙
屋
氏
の
説
に
従
い
、
本
稿
で
は
呂
它
の
封
号
を
鄃
侯
と
し
た
。
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（
42
）　『
史
記
』
巻
一
九
恵
景
間
侯
者
年
表
鄃
侯
呂
它
条

 
　
　
　
　�

以
連
敖
從
高
祖
破
秦
、
入
漢
、
以
都
尉
定
諸
侯
、
功
比
朝
陽
侯
。
嬰
死
、
子
它
襲
功
、
用
太
中
大
夫
侯
。

　
　
な
お
、『
漢
書
』
巻
一
六
高
恵
高
后
文
功
臣
表
鄃
侯
呂
它
条
に
も
や
や
表
現
は
異
な
る
が
同
様
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。

（
43
）　『
史
記
』
巻
九
呂
太
后
本
紀
高
后
四
年
条

 

　
　
　
　�
四
年
、
封
呂
嬃
爲
臨
光
侯
、
呂
他
爲
俞
侯
、
呂
更
始
爲
贅
其
侯
、
呂
忿
爲
呂
城
侯
、
及
諸
侯
丞
相
五
人
。

（
44
）　『
史
記
』
巻
一
九
恵
景
間
侯
者
年
表
鄃
侯
呂
它
条
「
八
年
、
侯
它
坐
呂
氏
事
誅
、
國
除
。」

（
45
）　『
史
記
』
巻
一
九
恵
景
間
侯
者
年
表
滕
侯
呂
更
始
条
「
以
舍
人
・
郎
中
十
二
歲
、
以
都
尉
屯
霸
上
、
用
楚
相
侯
。」

（
46
）　『
史
記
』
巻
九
呂
太
后
本
紀
高
后
七
年
二
月
条
「
太
后
女
弟
呂
嬃
有
女
爲
營
陵
侯
劉
澤
妻
、
澤
爲
大
將
軍
。」

（
47
）　『
史
記
』
巻
一
九
恵
景
間
侯
者
年
表
南
宮
侯
張
買
条
「
以
父
越
人
爲
高
祖
騎
將
從
軍
、
以
大
中
大
夫
侯
。」

（
48
）　『
史
記
』
巻
九
呂
太
后
本
紀
高
后
元
年
四
月
条
「
四
月
、
太
后
欲
侯
諸
呂
、
迺
先
封
高
祖
之
功
臣
郎
中
令
無
擇
爲
博
城
侯
。」

（
49
）　『
史
記
』
巻
一
九
恵
景
間
侯
者
年
表
博
城
侯
馮
無
択
条

 

　
　
　
　�

以
悼
武
王
郞
中
、
兵
初
起
、
從
高
祖
起
豐
、
攻
雍
丘
、
擊
項
籍
、
力
戰
、
奉
衞
悼
武
王
出
滎
陽
、
功
侯
。

（
50
）　
前
掲
注
二
李
書
第
六
章
「
漢
初
軍
功
受
益
階
層
と
漢
代
政
治
」（
該
当
部
分
の
初
出
は
「
前
漢
初
年
に
お
け
る
宮
廷
と
政
府
─
─
軍
功
受
益
階
層

と
の
か
か
わ
り
を
め
ぐ
っ
て
─
─
」『
史
学
雑
誌
』
第
一
〇
八
篇
第
一
〇
号
、
一
九
九
九
年
一
〇
月
）。

（
51
）　『
史
記
』
巻
九
呂
太
后
本
紀
高
后
元
年
条

 

　
　
　
　�

太
后
稱
制
、
議
欲
立
諸
呂
爲
王
、
問
右
丞
相
王
陵
。
王
陵
曰
、「
高
帝
刑
白
馬
盟
曰
、『
非
劉
氏
而
王
、
天
下
共
擊
之
』。
今
王
呂
氏
、
非
約

也
。」
太
后
不
說
。
問
左
丞
相
陳
平
・
絳
侯
周
勃
。
勃
等
對
曰
、「
高
帝
定
天
下
、
王
子
弟
、
今
太
后
稱
制
、
王
昆
弟
諸
呂
、
無
所
不
可
。」
太

后
喜
、
罷
朝
。
王
陵
讓
陳
平
・
絳
侯
曰
、「
始
與
高
帝
啑
血
盟
、
諸
君
不
在
邪
。
今
高
帝
崩
、
太
后
女
主
、
欲
王
呂
氏
、
諸
君
從
欲
阿
意
背
約
、

何
面
目
見
高
帝
地
下
。」
陳
平
・
絳
侯
曰
、「
於
今
面
折
廷
爭
、
臣
不
如
君
、
夫
全
社
稷
、
定
劉
氏
之
後
、
君
亦
不
如
臣
。」
王
陵
無
以
應
之
。

（
52
）　
後
引
の
『
史
記
』
巻
九
呂
太
后
本
紀
高
后
元
年
四
月
条
で
は
、
呂
后
が
恵
帝
の
皇
子
を
諸
侯
王
・
列
侯
に
封
建
し
た
こ
と
を
述
べ
た
後
に
、「
太

后
大
臣
に
風
」
す
と
述
べ
ら
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
大
臣
が
呂
后
に
呂
台
を
呂
王
に
封
建
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
そ
し
て
呂
后
は
こ
れ
を
認
め
る

か
た
ち
で
呂
台
を
呂
王
に
封
建
し
た
。

（
53
）　『
史
記
』
巻
九
呂
太
后
本
紀
高
后
八
年
七
月
条
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呂
太
后
誡
產
・
祿
曰
、「
高
帝
已
定
天
下
、
與
大
臣
約
曰
、『
非
劉
氏
王
者
、
天
下
共
擊
之
。』
今
呂
氏
王
、
大
臣
弗
平
。
我
卽
崩
、
帝
年
少
、

大
臣
恐
爲
變
。
必
據
兵
衞
宮
、
愼
毋
送
喪
、
毋
爲
人
所
制
。」

（
54
）　『
史
記
』
巻
九
呂
太
后
本
紀
高
后
八
年
八
月
条

 

　
　
　
　�
齊
王
迺
遺
諸
侯
王
書
曰
、「
高
帝
平
定
天
下
、
王
諸
子
弟
、
悼
惠
王
王
齊
。
悼
惠
王
薨
、
孝
惠
帝
使
留
侯
良
立
臣
爲
齊
王
。
孝
惠
崩
、
高
后
用

事
、
春
秋
高
、
聽
諸
呂
、
擅
廢
帝
更
立
、
又
比
殺
三
趙
王

4

4

4

4

4

4

、
滅
梁

4

4

・
趙4

・
燕
以
王
諸
呂

4

4

4

4

4

、
分
齊
爲

4

4

4

四4

。
忠
臣
進
諫
、
上
惑
亂
弗
聽
。
今
高
后

崩
、
而
帝
春
秋
富
、
未
能
治
天
下
、
固
恃
大
臣
諸
侯
。
而
諸
呂
又
擅
自
尊
官
、
聚
兵
嚴
威
、
劫
列
侯
忠
臣
、
矯
制
以
令
天
下
、
宗
廟
所
以
危
。

寡
人
率
兵
入
誅
不
當
爲
王
者

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。」

�

（
傍
点
筆
者
。
引
用
部
分
を
示
す
。）

（
55
）　『
史
記
』
巻
九
呂
太
后
本
紀
高
后
元
年
四
月
条

 

　
　
　
　�

四
月
、
太
后
欲
侯
諸
呂
、
迺
先
封
高
祖
之
功
臣
郞
中
令
無
擇
爲
博
城
侯
。
魯
元
公
主
薨
、
賜
謚
爲
魯
元
太
后
。
子
偃
爲
魯
王
。
魯
王
父
、
宣

平
侯
張
敖
也
。
封
齊
悼
惠
王
子
章
爲
朱
虛
侯
、
以
呂
祿
女
妻
之
。
齊
丞
相
壽
爲
平
定
侯
。
少
府
延
爲
梧
侯
。
乃
封
呂
種
爲
沛
侯
、
呂
平
爲
扶

柳
侯
、
張
買
爲
南
宮
侯
。
太
后
欲
王
呂
氏
、
先
立
孝
惠
後
宮
子
彊
爲
淮
陽
王
、
子
不
疑
爲
常
山
王
、
子
山
爲
襄
城
侯
、
子
朝
爲
軹
侯
、
子
武

爲
壺
關
侯
。
太
后
風
大
臣
、
大
臣
請
立
酈
侯
呂
台
爲
呂
王
、
太
后
許
之
。
建
成
康
侯
釋
之
卒
、
嗣
子
有
罪
、
廢
、
立
其
弟
呂
祿
爲
胡
陵
侯
、

續
康
侯
後
。

（
56
）　『
史
記
』
巻
九
呂
太
后
本
紀
高
后
元
年
四
月
条
に
は
朱
虚
侯
劉
章
の
封
建
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
史
記
』
巻
一
九
恵
景
間
侯
者
年
表
朱
虚
侯
劉
章

条
・
巻
五
二
斉
悼
恵
王
世
家
・『
漢
書
』
巻
一
五
上
王
子
侯
表
上
朱
虚
侯
劉
章
条
・
巻
三
八
高
五
王
伝
は
高
后
二
年
に
劉
章
が
朱
虚
侯
に
封
建
さ
れ

た
と
す
る
。
こ
こ
で
は
後
者
に
従
い
、
表
三
に
は
挙
げ
な
か
っ
た
。

（
57
）　
呂
禄
紹
封
の
時
期
に
つ
い
て
、『
史
記
』
巻
九
呂
太
后
本
紀
は
高
后
元
年
四
月
、『
史
記
』
巻
一
八
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
建
成
侯
呂
釈
之
条
は
同
年

五
月
丙
寅
、『
漢
書
』
巻
一
八
外
戚
恩
沢
侯
表
建
成
侯
呂
釈
之
条
は
同
年
九
月
丙
寅
と
す
る
。
こ
の
う
ち
、
丙
寅
が
存
在
す
る
の
は
四
月
の
み
で
あ

る
か
ら
、
呂
禄
は
高
后
元
年
四
月
丙
寅
に
紹
封
が
許
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
58
）　『
史
記
』
巻
一
九
恵
景
間
侯
者
年
表
梧
侯
陽
成
延
条

 

　
　
　
　�

以
軍
匠
從
起
郟
、
入
漢
、
後
爲
少
府
、
作
長
樂
・
未
央
宮
、
築
長
安
城
、
先
就
、
功
侯
、
五
百
戶
。

（
59
）　『
史
記
』
巻
一
九
恵
景
間
侯
者
年
表
平
定
侯
斉
受
条
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以
卒
從
高
祖
起
留
、
以
家
車
吏
入
漢
、
以
梟
騎
都
尉
擊
項
籍
、
得
樓
煩
將
功
、
用
齊
丞
相
侯
。
一
云
項
涓
。

（
60
）　『
史
記
』
巻
一
九
恵
景
間
侯
者
年
表
に
挙
げ
ら
れ
た
功
績
は
、
陽
成
延
は
高
祖
期
お
よ
び
恵
帝
期
の
も
の
で
あ
り
（『
漢
書
』
巻
二
恵
帝
紀
に
よ
れ

ば
長
安
城
は
恵
帝
五
年
九
月
に
完
成
し
た
）、
斉
受
は
楚
漢
戦
争
期
の
も
の
で
あ
る
。

（
61
）　『
史
記
』
巻
一
九
恵
景
間
侯
者
年
表
沛
侯
呂
種
条
「
呂
后
兄
康
侯
少
子
、
侯
、
奉
呂
宣
王
寢
園
。」

（
62
）　『
漢
書
』
巻
一
八
外
戚
恩
沢
侯
表
臨
泗
侯
呂
公
条
「
高
后
元
年
追
尊
曰
呂
宣
王
。」

（
63
）　『
漢
書
』
巻
三
二
張
耳
伝
「
呂
太
后
立
敖
子
偃
爲
魯
王
、
以
母
爲
太
后
故
也
。」
同
顔
師
古
注
「
以
公
主
爲
齊
王
太
后
、
故
立
其
子
爲
王
。」

（
64
）　『
史
記
』
巻
九
呂
太
后
本
紀
恵
帝
七
年
八
月
条

 

　
　
　
　�

七
年
秋
八
月
戊
寅
、
孝
惠
帝
崩
。
發
喪
、
太
后
哭
、
泣
不
下
。
留
侯
子
張
辟
彊
爲
侍
中
、
年
十
五
、
謂
丞
相
曰
、「
太
后
獨
有
孝
惠
、
今
崩
、

哭
不
悲
、
君
知
其
解
乎
。」
丞
相
曰
、「
何
解
。」
辟
彊
曰
、「
帝
毋
壯
子
、
太
后
畏
君
等
。
君
今
請
拜
呂
台
・
呂
產
・
呂
祿
爲
將
、
將
兵
居
南

北
軍
、
及
諸
呂
皆
入
宮
、
居
中
用
事
、
如
此
則
太
后
心
安
、
君
等
幸
得
脫
禍
矣
。」
丞
相
迺
如
辟
彊
計
。
太
后
說
、
其
哭
迺
哀
。
呂
氏
權
由
此

起
。
迺
大
赦
天
下
。

（
65
）　
前
掲
注
四
拙
稿
「
高
祖
系
列
侯
位
次
の
政
治
的
意
義
─
─
位
次
の
制
定
と
改
定
を
中
心
に
─
─
」。

（
66
）　
十
八
侯
の
位
次
に
つ
い
て
は
前
掲
注
四
拙
稿
「
高
祖
系
列
侯
位
次
の
政
治
的
意
義
─
─
位
次
の
制
定
と
改
定
を
中
心
に
─
─
」
を
参
照
。
ま
た
蕭

何
の
妻
某
同
と
少
子
蕭
延
に
つ
い
て
は
『
史
記
』・『
漢
書
』
の
記
載
に
異
同
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
『
漢
書
』
巻
一
六
高
恵
高
后
文
功
臣
表
酇

侯
蕭
何
条
・
巻
三
九
蕭
何
伝
に
従
っ
た
。

（
67
）　
劉
郢
客
が
高
后
二
年
に
上
邳
侯
に
封
建
さ
れ
て
宗
正
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
は
、『
漢
書
』
巻
一
九
下
百
官
公
卿
表
下
・
巻
三
六
楚
元
王
伝
に
見
え

る
。
ま
た
劉
章
が
同
年
、
長
安
に
宿
衛
し
て
朱
虚
侯
に
封
建
さ
れ
、
呂
禄
の
娘
を
妻
と
し
た
こ
と
は
『
史
記
』
巻
五
二
斉
悼
恵
王
世
家
・『
漢
書
』

巻
三
八
高
五
王
伝
に
見
え
る
。

（
68
）　
前
掲
注
四
拙
稿
「
列
侯
と
関
内
侯
─
─
漢
初
に
お
け
る
列
侯
封
建
の
政
治
的
意
義
を
め
ぐ
っ
て
─
─
」。

（
69
）　『
史
記
』
巻
九
呂
太
后
本
紀
高
后
四
年
条
で
は
呂
更
始
が
贅
其
侯
に
封
建
さ
れ
た
と
す
る
が
、『
史
記
』・『
漢
書
』
の
列
侯
表
に
よ
れ
ば
、
贅
其
侯

に
封
建
さ
れ
た
の
は
呂
勝
で
あ
り
、
呂
更
始
は
滕
侯
に
封
建
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
呂
氏
一
族
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
史
記
』
呂
太
后
本
紀
で
は
両
者

を
混
同
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
史
記
』
巻
一
九
恵
景
間
侯
者
年
表
に
お
い
て
、
呂
勝
は
「
呂
后
昆
弟
子
、
用
淮
陽
丞
相
侯
。」
と
呂
氏
一
族
で
あ
る

こ
と
が
明
示
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
呂
更
始
は
「
以
舍
人
・
郞
中
十
二
歲
、
以
都
尉
屯
霸
上
、
用
楚
相
侯
。」
と
呂
氏
一
族
で
あ
る
こ
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と
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
『
史
記
』
呂
太
后
本
紀
は
贅
其
侯
呂
勝
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
解
し
た
が
、
仮
に
滕
侯
呂
更
始

に
つ
い
て
述
べ
て
い
た
と
し
て
も
行
論
上
、
問
題
と
は
な
ら
な
い
。

（
70
）　『
史
記
』
巻
一
九
恵
景
間
侯
者
年
表
成
陶
侯
周
信
条
「
以
卒
從
高
祖
起
單
父
、
爲
呂
氏
舍
人
、
度
呂
后
淮
之
功
、
用
河
南
守
侯
、
五
百
戶
。」

（
71
）　
紙
屋
正
和
『
漢
時
代
に
お
け
る
郡
県
制
の
展
開
』（
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
第
二
章
「
前
漢
前
半
期
に
お
け
る
郡
・
国
の
職
掌
と
二
千

石
の
任
用
」（
該
当
部
分
の
初
出
は
「
前
漢
郡
県
統
治
制
度
の
展
開
に
つ
い
て
─
─
そ
の
基
礎
的
考
察
─
─
」（
上
）（『
福
岡
大
学
人
文
論
叢
』
第
一

三
巻
第
四
号
、
一
九
八
二
年
三
月
）
第
二
節
）。

（
72
）　『
史
記
』
巻
九
呂
太
后
本
紀
高
后
八
年
八
月
条

 

　
　
　
　�

當
是
時
、
濟
川
王
太
・
淮
陽
王
武
・
常
山
王
朝
名
爲
少
帝
弟
、
及
魯
元
王
呂
后
外
孫
、
皆
年
少
未
之
國
、
居
長
安
。

（
73
）　
前
掲
注
二
李
書
第
六
章
「
漢
初
軍
功
受
益
階
層
と
漢
代
政
治
」（
該
当
部
分
の
初
出
は
「
前
漢
初
年
に
お
け
る
宮
廷
と
政
府
─
─
軍
功
受
益
階
層

と
の
か
か
わ
り
を
め
ぐ
っ
て
─
─
」）。

（
74
）　
前
掲
注
二
五
鎌
田
書
第
二
篇
「
漢
の
郡
国
制
度
」
第
六
章
「
郡
都
尉
」。

（
75
）　
大
櫛
敦
弘
「
三
川
郡
の
ま
も
り
─
─
「
秦
代
国
家
の
統
一
支
配
」
補
論
─
─
」『
人
文
科
学
研
究
（
高
知
大
学
人
文
学
部
人
間
文
化
学
科
）』
第
一

五
号
、
二
〇
〇
九
年
七
月
。

（
76
）　『
史
記
』
巻
九
呂
太
后
本
紀
高
后
四
年
五
月
条

 

　
　
　
　�

宣
平
侯
女
爲
孝
惠
皇
后
時
、
無
子
、
詳
爲
有
身
、
取
美
人
子
名
之
、
殺
其
母
、
立
所
名
子
爲
太
子
。
孝
惠
崩
、
太
子
立
爲
帝
。
帝
壯
、
或
聞

其
母
死
、
非
真
皇
后
子
、
迺
出
言
曰
、「
后
安
能
殺
吾
母
而
名
我
。
我
未
壯
、
壯
卽
爲
變
。」
太
后
聞
而
患
之
、
恐
其
爲
亂
、
迺
幽
之
永
巷
中
、

言
帝
病
甚
、
左
右
莫
得
見
。
太
后
曰
、「
凡
有
天
下
治
爲
萬
民
命
者
、
蓋
之
如
天
、
容
之
如
地
、
上
有
歡
心
以
安
百
姓
、
百
姓
欣
然
以
事
其
上
、

歡
欣
交
通
而
天
下
治
。
今
皇
帝
病
久
不
已
、
迺
失
惑
惛
亂
、
不
能
繼
嗣
奉
宗
廟
祭
祀
、
不
可
屬
天
下
、
其
代
之
。」
羣
臣
皆
頓
首
言
、「
皇
太

后
爲
天
下
齊
民
計
所
以
安
宗
廟
社
稷
甚
深
、
羣
臣
頓
首
奉
詔
。」
帝
廢
位
、
太
后
幽
殺
之
。
五
月
丙
辰
、
立
常
山
王
義
爲
帝
、
更
名
曰
弘
。
不

稱
元
年
者
、
以
太
后
制
天
下
事
也
。
以
軹
侯
朝
爲
常
山
王
。
置
太
尉
官
、
絳
侯
勃
爲
太
尉
。

（
77
）　『
史
記
』
巻
九
呂
太
后
本
紀
・
巻
一
八
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
・
巻
二
二
漢
興
以
来
将
相
名
臣
年
表
は
高
后
四
年
に
周
勃
を
太
尉
に
任
じ
た
と
す
る
。

し
か
し
『
漢
書
』
巻
一
九
下
百
官
公
卿
表
下
は
恵
帝
六
年
（
前
一
八
九
）
に
周
勃
が
太
尉
に
任
じ
ら
れ
、
文
帝
元
年
ま
で
周
勃
が
そ
の
職
に
あ
っ
た

と
し
、『
史
記
』
巻
五
七
絳
侯
周
勃
世
家
・『
漢
書
』
巻
四
〇
周
勃
伝
も
恵
帝
六
年
に
周
勃
が
太
尉
と
な
っ
た
こ
と
は
述
べ
る
が
、
高
后
四
年
に
つ
い



漢
初
列
侯
封
建
の
政
治
的
背
景
（
邉
見
）�

五
二

て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
の
史
料
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
郭
茵
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、『
史
記
』
呂
太
后
本
紀
高
后
元
年
条
に
お
い
て
王

陵
・
陳
平
が
封
号
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
右
丞
相
・
左
丞
相
と
官
職
を
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
周
勃
の
み
絳
侯
と
封
号
を
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
周
勃
は
少
な
く
と
も
高
后
元
年
以
降
、
高
后
四
年
五
月
に
再
び
任
じ
ら
れ
る
ま
で
は
太
尉
の
職
に
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る

（
前
掲
注
三
郭
書
第
四
章
「
呂
太
后
の
権
力
基
盤
の
衰
退
と
官
僚
任
用
政
策
の
変
化
」
注
一
七
）。

（
78
）　『
史
記
』
巻
九
呂
太
后
本
紀
高
后
八
年
八
月
条
（
原
文
は
前
掲
注
五
四
を
参
照
）。

（
79
）　
守
・
相
が
列
侯
に
封
建
さ
れ
た
郡
国
の
ほ
か
、
魯
国
は
呂
后
の
外
孫
張
偃
を
王
と
し
、
城
陽
郡
は
恵
帝
期
に
呂
后
の
娘
魯
元
公
主
の
湯
沐
邑
と
さ

れ
、
高
后
元
年
に
魯
元
公
主
が
没
し
た
後
は
漢
郡
と
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
魯
国
・
城
陽
郡
も
呂
氏
政
権
の
影
響
下
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。
ま
た
淮
南
王
劉
長
は
『
史
記
』
巻
一
一
八
淮
南
衡
山
列
伝
に
「
厲
王
蚤
失
母
、
常
附
呂
后
、
孝
惠
・
呂
后
時
以
故
得
幸
無
患
害
。」
と
あ
る
よ

う
に
呂
后
と
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
魯
国
・
淮
南
国
・
城
陽
郡
も
少
帝
恭
廃
位
に
際
し
て
諸
侯
王
国
を
牽
制
す
る
役
割
を
有
し
た
可
能

性
が
あ
る
。

（
80
）　『
史
記
』
巻
九
呂
太
后
本
紀
高
后
八
年
条

 

　
　
　
　�

高
后
爲
外
孫
魯
元
王
偃
年
少
、
蚤
失
父
母
、
孤
弱
、
迺
封
張
敖
前
姬
兩
子
、
侈
爲
新
都
侯
、
壽
爲
樂
昌
侯
、
以
輔
魯
元
王
偃
。
及
封
中
大
謁

者
張
釋
爲
建
陵
侯
、
呂
榮
爲
祝
茲
侯
。
諸
中
宦
者
令
丞
皆
爲
關
內
侯
、
食
邑
五
百
戶
。

（
81
）　『
史
記
』
巻
九
呂
太
后
本
紀
高
后
八
年
条
所
見
の
張
侈
の
封
号
は
新
都
侯
で
あ
る
が
、『
史
記
』
巻
一
九
恵
景
間
侯
者
年
表
・
巻
八
九
張
耳
列
伝
・

『
漢
書
』
巻
一
六
高
恵
高
后
文
功
臣
表
・
巻
三
二
張
耳
伝
は
信
都
侯
と
す
る
。
本
稿
で
は
後
者
に
従
っ
た
。

（
82
）　『
漢
書
』
巻
一
六
高
恵
高
后
文
功
臣
表
宣
平
侯
張
敖
条
「
孝
文
元
年
、
以
非
正
免
。」

　
　
　
な
お
、
楽
昌
侯
張
受
に
つ
い
て
は
同
条
に
「
元
年
免
。」
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
が
、
免
侯
の
状
況
は
信
都
侯
張
侈
と
同
様
で
あ
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
。

（
83
）　『
史
記
』
巻
一
九
恵
景
間
侯
者
年
表
建
陵
侯
張
釈
条
「
以
大
謁
者
侯
、
宦
者
、
多
奇
計
。」

（
84
）　『
漢
書
』
巻
二
七
中
之
上
五
行
志
中
之
上

 

　
　
　
　�

高
后
八
年
三
月
、
祓
霸
上
、
還
過
枳
道
、
見
物
如
倉
狗
、

高
后
掖
、
忽
而
不
見
。
卜
之
、
趙
王
如
意
爲
祟
。
遂
病
掖
傷
而
崩
。

（
85
）　『
史
記
』
巻
九
呂
太
后
本
紀
高
后
七
年
秋
条
に
は
呂
禄
の
趙
王
封
建
に
つ
い
て
「
太
傅
產
・
丞
相
平
等
言
、
武
信
侯
呂
祿
上
侯
、
位
次
第
一
、
請

立
爲
趙
王
。
太
后
許
之
、
追
尊
祿
父
康
侯
爲
趙
昭
王
。」
と
見
え
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
高
后
七
年
秋
に
は
呂
禄
の
封
号
は
胡
陵
侯
で
は
な
く
武
信



漢
初
列
侯
封
建
の
政
治
的
背
景
（
邉
見
）�

五
三

侯
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
ま
で
に
徙
封
も
し
く
は
封
号
の
変
更
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
86
）　『
史
記
』
巻
九
呂
太
后
本
紀
高
后
八
年
七
月
条

 

　
　
　
　�

遺
詔
賜
諸
侯
王
各
千
金
、
將
相
列
侯
郞
吏
皆
以
秩
賜
金
。
大
赦
天
下
。
以
呂
王
產
爲
相
國
、
以
呂
祿
女
爲
帝
后
。

（
87
）　
前
掲
注
二
李
書
。




